
津
藩軽

工信

の 野
生 ､ム
ンロ

活 下

に

お

け

石

の

序
論

虹
等
斬
罪
夜
支
配
者
層

に
つ
い
て

の
研
究

水
甚

に
行
わ

れ
て

い
る
よ
.っ
で
あ
る
林

.
安
定
性
紋
た
る
武
士
時
報
の

研
宴
も
文

･
見
落
さ
れ
て
は
な
･り
な

い
所
で
あ
る

q
辛

い

津
専
藩
の
白
覧

蒜

モ
ネ
会
生
得

二

T
r
J
に
現
わ
れ
た
訂

士
取
替

･
即
ち
支
配
暗
虜
L〓
屠
し
て

い
な
が
･El
､
自
ら
も

主
君
に
よ
る
支
配
の
下
に
生
き
た
武
士
蒔
親
の
挙

を
少
し

で
も
は
っ
き
り
こ

掴
ん
で
み
よ
う

こ
思

い
､
r
J
の
i
諭
を

軒
か
た

･
し
外
し
L/
'
子
の
ま
.つ
な

'
い
JJ
故
山
j
I7
き

ツ

ド
の
下
位
に
夢

家
を
占

め
て
./
る

t
瀬

の
武
士
の
隻
海
空

と

･り
え
ん
こ
す
る
L
J
は

､
津
軽
藩
と

い
う

l
碓
域

に
眼
っ

た
ご
L
LJ
も

.
本
末
人
々
の
常

北
の
乗
甲
し
て

い
る

t
B
･

矢
に
於
け
る
よ
り
Jj)
･
I
層
そ
の
満
車
定
男
せ
て

く
れ
る

若

葉

鈴

木

蛙

子

の
r･,
良
市
る
ま

い
小
こ

考
え
る

b

･*･
.
巷
庁
日
記
の
作
等
T3

･
町
空
藩
主
こ
し
て
点
票
の
聞

え
患

い
津
軽
信
紋
の
創
始
事
蔦

の
う
ち
重
要
な

も
の
の

-
つ
で
万
る

｡
こ
の
日
記
は
国
元

.
ユ
戸
の
二
種
等

U

り
か
れ
る
が
･
本
稿
lf/
店
前
着
の
い
わ
ゆ
る
1

御
国
日

記
L

を
史
料
と

し
て
使

用
す
る
.も
の
rJ
万
石

二
E
L
t,
､

時
折
Tはま
信
枚
の
冶
政

.
起
宝
三
年

介
･n
窒
束
と

年
ま
で

の
三
十
八
号
闇

に
確
定

し
た
ク

な
お

.
時
代
と

L
L
J
江

戸
時
代
中
期
左
こ

｢/
た
の
は

.

津
軽
蕃
日
記
を
史
料
と

し
て
億

ハ
た
た
の
こ

.
家
光
の
時

代
草

[･1
ti,
幕
帝
の
動
専
横
帝
モ
整
備

し
､
国
内
の
支
配
体

制
d)莞
7

し
･
中
期

に
r(
っ
て
招

､
環
状
籍
巧
に
進
み

･

後
期
の
瀬
痩
封
と

の
明

に
凍

っ
た
文
治
疎
通
L)
よ
る

l
定

め
を
茸
期
を

･
封
建
制
喪

の
項
点
と

秀
え

､
最
も
そ
の
帝
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色
∽
発
揮
y
一れ
た
時
期

こ
か
た
た
め
1･J
狩
る
｡

上
記
の
よ
う
な
観
東

仲
､り
J
本
肩
TIJ
は

､
主
こ

し
て
相

成
の
間
麿
を
取
上
げ

,
考
察

夏
加
え
て
更

よ
う

こ
軍
う
'

一
体

･
封
建
制
厚

下
に
か
JT
は
支
配
確
縄
こ

し
て
農

工

商
の
上
に
侶
し
て

い
た
武

士
LD
.
希
局
は
上

(
の
従
属

､

即
ち
藩

に
あ
っ
て
は

､
藩
主

(
の
服
従

こ
忠
勤

に
よ
っ
て

の
み
千
の
存
在
竺

丁
髄
h･･J
あ
っ
tij
｡
そ
れ
に
対
丁
る
て
名

の
対
家
臣
団
対
等
も

､
主
属
の
刺
客
を
希

l
と
し
て
考
え

･つ
れ
て

い
L
J
の
k/
あ

る

｡
乙
J
の
為

､
種
々
の
煩

し
い
干
渉

を

受

け

､
一
壇
独
葛
の
満
席
の
形
芸

み
せ
て

い
る
｡

r
J
の

錦
債
誉
ぺ
々
綬
け
て

い
る
の
で
有
る

Jg

.

主

君

に
よ
っ
て

せ
め
て
生
活
の
基
礎

を
碍
る
す

り
出
東
た
家

臣
団

に
と

っ

て
は
家
督
の
凋
発
と

い
う
事
が

.
重

夫
屯
倉
呼
言
待
っ
て

い
た
牢

も
各
席
に
想

倭
す
る
事
休
出
有
る
.

更
に
徳
川
封
建
法

に
於
て
は

り
家
奄
用
朱

は
家
電
と
'J

う
地
位
Q
,
j林
万
の
布
教
で
己
太
く
'
家
名

の
策
萩
で
も
ふ

く
､
家
名
と

盾
合

し
た
世
封
也
棟
の
光
束
て
弔
っ
た
事

か

IirT
も

二

)
の
事
は
額

づ
け
る
の
k/
狩

る
･巷
の
日
記
fJ
k
J

て
古
武
士
_=
闇
丁
る
記
事
の
内
で
は

'
r
L
の
豪
華
相
成

に

闇
す
る
LD
の
が
夢
;

¢

孝
軽
蕃

_)
砕
け
る
相
続
法
は

､
主

に
信
掠
時
代
Lこ
入
っ

て
そ
の
形
夏
撃
え
L
J
り
し
/＼
､
前

三
代
の
闇
rJ
布
け
る
法

令
は
軋
音
展
項
更

GD
に
竺

J
は
更
出
且
森

い
の
で
有
る

｡

禿

る
に
電

女
以
後
は
相
次

.J
L:･J
､
制
啓
の
定
車

外
計
ら
れ

て
い
ろ
｡

7-準
賢

ij
年
収
前

に
.#
け
石
巻
ハマ
を

『
青
森
県
東

也
『
信
揖
(ム
事
頗
ta

等
L

Iよ
り

て
拾
っ
て
み
る
乙

.
最
初

に
見

出
す

S
蒜

㌧
重

文

二
年
の
御
家
訓

+
上
条

の
君

十
大

条
目

､

弥
itZ
,乙
壊
養

子
は
こ
聖
刀
梱
定
む
べ
し
実
子
は
前
方
屑
綻

S

濃
可
夜
祭
建
末
期

LJ
硬
い
不
屈
の
遺

言
布
･N
は
耳
品

に
薩
い
不
可
有
円
債

石
の
各
ノY
に
り
い
て
は
､
偵
述
す
る
妹

､
凋
籍
に
関

し
て

主

君
の
証
諾
壬
生
前

tて
碍
る
牢

の
化
須
な
る
王
表

わ

し
て

い
る

｡

次

い
｢,
『
楕
政
公
宰
領

』
に
よ
る
と

1
亀
･て
十

L
年
八

月
御
家
中
豪
雪
除
外
士
御
作
法
窒
定

め
･日
日
る

J
と
萄
る

･i

.
内
容
を
知
る
べ
く

､
｡
封
円
事
実
.芸

崇

御
用
格

鴫

を
諦

べ
た
東
栄
十

二
年
の
軍

票

等
式

明
し
モ
ボ
･

貫
文
二
年

の
物
空
亀
住
S
贋
の
慣
例
の
細
く
な
っ
て

い
る

藩

十
r
(
の
家
訓
中
q

l
各

L
Jす
き
抱
の
L
,
対

し
･
今
青

物
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物

は

･
整

備

と

;し
た

物

と

な

っ
て
お

り

.
内
藤

も
細
か

い

野

今
に
窪

ん
で

い
る
｡

し
伸
し
種
々
問
帯
が

あ
る

の
r･J
左

に
記
丁
.

｢

御
日
電
中

上
候
嫡

子
御
奉

行
重
申
上
候
面

々
弟
冶
七

線

夙

上
､こ
嫡

子
二

名

顛

裾
季

刊
撃

卜
候

事

一之
凋
目
星
中

上
候

硝
子
旬
と
毛

ハ
無
題
達

可
被

下
偉
椅

七
最

以
下
･N
名

へ
小
普
請
蝕

･tj
r(
l句
中
債
亨

⊥
5
御
日
莞

撃

ヱ
文
鳥

幼
少
･N
嬉

子
苧

乙
各

も
蘇

穴

魚
租

虚

空

卜
席
使
稔

ヱ

羨

道

へ
知
力
物
或
羊
印
孝

司
胡
頚

事
L+
泰

子
た

り

と

い
77
莫

顔

と
遷

藩

邸
tD
上
硬

上

へ
石

可
鳥
同
前

亨

一D
Itl望

買

主

末

額

と
養

子

へ
御
用
考

え
事

色
相
和

式

琴

丘
頑
戎
嘩

各

へ
手

薄
額

下
偉
軍

一̀
鳴

子
死
去
間
薫

蒸

･N
等

史
死
去

･N
書

へ
二
号

三
芳
末

子
智
養

子
頚
尊
慮
毒
え
内

･.･鞍練
武
魚
相
違
報
下
停

学

堰
切
比
硬

仰
胡
席

上

=
ヌ
某
着
衣

貴

之
碍
子
棄

之
憲

二
へ
株
式
不
報

下
確
乎

L7
着
寄
切
少
と

鳥

死
去
の
泳
焚

ハ
一
撃

N
内

証
羊

か
碍

食
教

主

圭

叫
嶺

仰

何
事

一J.
鯨
式
可
連
呼
萌
え
と

い
ふ
妥

御
奉

行
海

床
離

r*
老

化

入

=
嘱
毒
外
･N
名
養

子
額
と
常

も
失
存

入
攻
寄

三
nl

中

上
偉
軍

Jぅ
父
の
額

tご
よ
写

)
鉢
升

子
牛

,+一
外
商

下
僚

段

へ
竿

N

頃

攻
寄

た
る

へ
き
守

一川
葉
子
撃

て
養

子
希

寧

ヱ
死
去
士
床

ハ
其
題
額

こ
よ
聖

券

甥
従
弟

追
硬

下
停
軍

､

佃
言

え
内
年
増

･N
卦

算
外
東
方
を
養

子
,N
嘩

[
7

叶
亨

I:
た
と
山
葉

子
養

子
宋

二
重

主
宰

身
膚

も
舞

,N
嘩
薯

殊

耳

確
立
顧

下
積

み

l
卿
家
康

立
騒

-
御
名
字
紡

･N
臥

一
軍

周
東

恵
准

弓
矢
と
嘩
伺

二
軍

狙
胡
立
硬
虜

,～

鼠
一
御
足

二
御
奉

公
勝

て
仕
積
者
之
駄

芯
御
日
毎

不
足
幼

少
と
偉
葉
子

之
埠

頭
貫

家
宅

届
厚
着

之
覚

凋
幕
僚
而

泳
'tf
頚

飾

芯
於
窄

h)
島
貫

亨
武

治

壕
遁
(

普
藷

鬼

謀
,(
知
行
羊
か

布

令

古
里
F
苧
侮
前

捻
載

二
至

文
書
案

讐

一
雨
筏
御
畢
行
政
嘱
毒

炎
芙
年
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本

知
請

取
持

合

金

韓

惣
壷

ニ
i
j
句
中
事

一指
縦
雫

子
布

､こ
と

い
ふ
英

頭

支
配

江
鞍

断

不

署
名

敦

へ

乱

や

唱

導

白
富

士

か

ハ
除
鉄

不
複

両

月

頂
但
乱

心

よ
;
前
ユ

出

生
土

子

へ
品

に
よ

る

へ
し

一叶
従

持
上野
上
ナ
〓
丁
句

､乙
こ

い
7
.-j
其

禾

御
目
星

小
中
上

横

着

之

抹

式
LL
夜

仰
月

候
宰

相)rl
幼

少
病
毒

老

人
契

外

小
普

請

鬼

.1
人

傾

面

々
御

.
定

之
通

可
出

､三
軍

t汚
御
柁

相

軌

候

面

マ

[
桔

ヶ
月
以

上
相
煩

碑

名

(
御

国
:

人
道

相

断

可
申

債

辛

r16
右
土

井
鳥

拾

ヶ
月

以
上
煩

債

今

小
者

請

二
人

御
軍

ア｣

虚

心
普

請

鐸
五

重

中

辛

lけ
跡

目
不
壊

仲

村
面

々
七

月
叛

後

揮
発

債

も
F
;
了
)
は

知

行

物
威

三
ケ

二
叫
殺

下
､三

･(
句

望

剛
相
果

頂

iD
Si

に

は
不

頼
下

､N
御
凍

巧

御
合

力
碩

下

ら

の

己

石
同
断

尊

｣八
十

二
年

r=
伺

二
日
喜
3

石

は

､
広

範
囲

_=
戊

寮
内
森

を
持

っ
て

い
る

が

､

表
環
の

市

い
ま

い
Y
J
へ
例

え

は

｢
御

日

夏

寒

JhJ
L
と

｢
御

日
夏

不

任

し

こ

の
意

味
等

)
の
為

,
理
解

し
碍

砲
所

株
ダ

ウ
初

リ
･

専

軽
薄

の

日
記
妄
J
以
て

知

_;
る

列
と

一
致

し
査

い
草

が
夢

い
が

二
て
;

に
つ

い
て

は

､
以
下

.
閉

環

の
所

二･/
逮

.･(
る
.

又
石

の
蚤

fv
聖

利
巧

に
於

て
ど
の
程
膏

行

わ

れ
た

加

は
.

初

;
碍

な

い
が

J
総

て

加

フ
一
刀
期

の
新

設

乙

は
考

え

ら

れ

な

い
｡
〓

こ
し
壌

穴
成

さ

れ

た

ち
の
｢
｣
奉

ろ
う

｡
石

の
文

は

『

御
用
路

上へ
』

に
J止
っ
た

が

,
後

世

の
お
家

の
覚

書
等

L

J
tユ

'
十

二
条

か

･り
十

六

条

ま
で

.叩
無

く

･
十

上
条

日

夏

｢
死
恥仰
,こ
物
域
閉

米
債

子

尊

御
貫

｣

乙

い
う
題

杯

つ

い
て

令
i禁

則

に
掘

り

れ
て

い
る

D

h(
二
の
十

二
条

か
,n
十

回
賢

卒
司

責

と
丁

る
壁

囲

析

_ま

ハ.
き

り
し
な

=
等

S
問

題

爪
市

Trr
｡

J豪

竃

の
兼
務

T3
夜

相

希

人

の
隠

居
乗

は

死
壬

L
!
よ
っ
て

行

;

札
た

林

'
そ

の
場

合

妻

帯
法

に
於
L
j
は
前

者

L
l%
'
て

宿

;_吊
る

も
の
を
泉

奄

相

席

と

云

日

､
後
考

の
場

合

を
臥

試

相

続

と

し
て

法

令

上

区

別

七
一
れ

て

い
る

林

･
湧

傑

上
は

清
岡

き

れ

た
事

は
『
浩

制

更
論
葉

』
に
,TL,
て
中

田
菜

博

士

も
指
摘

y
)
れ
て

い
る

1.i

.
津

軽
藩

_こ
弟

r/
も
博

し
項

家

水

封

､り
=L
る
レ

延
宝

三
等

十

一
月

十
六

日

の
偉

●
●

■

●

早

川

勘
殉

隠

居

屑

と

通

夜

相

可
仲
丘
へ
敢

JJj
弥
式

奄

相

違
璽

卜
冨

玄
客

殿

江
甲
漕

之
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屯
の
相
き
例

は

､
詠

ん
だ
毛
細

に
於
て
も
し
は

′
t
.出
合

っ
た
し

､
天
頂
･S
r
横

森
硬

い
方

tO
満

っ
た
.

延
皇

三
年
十

二
月

廿
<

日

豪
萄

工
藤

徳
阜
街
路
托

集
札
産
額
何
句
盛

岡
主
線

･ユ
甲

渡

､こ

石

二
側

L
I
L(
ヮ
て

ii)
ヱ
j
S
便
喝

乃
不
確
定

y
l
は
は

り
.き
り

す
る
こ
思
一つ
Q

家
督

相
席
と

d
二
花
薫

､
覆
預
長
こ

し
て
主

男

L二
専

任
す

る
叔
利
と

義

肴

の
凋
鈴
を

さ
し

二

号
象
倉

時
代

収
ま
や

敗
産

命
劃

相
箆

は

･.
次
第

に
群
青

の
細
分
化
を
貰

た

し
･

主
君

に
対
す
る
軍
役

､
公
視

の
専
担
能
力
を
菊

の
L
l事

か

･リ
ズ
葛
L二

.
嫡
子

L
J
I
指

し
て
相
範
さ
せ
る
硬

に
怠

っ
て

末

･

r

二

に
家

嘗

相

律

こ

路
式
相
鹿
は

I
致

し
た
｡

注
戸

晴

代

に
入

る
こ
二

l
山
林

一
層
徹
底

し
'
幕

府
謹

tヱ
於
て

前
者

を
瞳

居

の
場
合

･
壌
着

生
発
去

L
I
よ

る
場
合

と

!
応

わ
け
用

;
､り
h

た
妹

'
内
容
的

に
は
全

く
同

じ
く

世
卓
也

希
書
塙

し
た
所

か
･り
･
し
_才
J
＼

右

の
如
き

混
同

水
牛
己

た
の
で
秀

う

う

｡

L

転
官

に
よ
る
家

電
嫡
療

古

く
致
仕
を
意

味

し
た
隠
愚
/
J
い
う
請
か
生
前

に
豪
督

tx1
相
帝
人
L
)譲
る
宰
互
恵

喋
丁
各
様

LJ
互
っ
L
J
,Fj
は
室

町

時

代
項

小
,り
†ヾ
あ

る

林

･
江
戸
時
代
前

に
奔

て
は
.

穏
着

後

も
等
王

に
対

し
て
葦
原

を
壌
う
撃

た
長
く
左

方
Ⅹ
き

菟

萩

か

夏
草

リ
!J

い
た
軍

林
響

り
れ
て

い
石
伊

＼
江
戸
時

代

に
r<
石

や

､
中
世

_こ
於

て
蔵
相
帝

人
の
単
独
の
意

志

T_
)よ

っ
て
行
わ
れ
た
晩

居
は

､
主

君

力
許
可
を
撃
す

る
亨
と

在

り

･
r*
'
豪
奄

即
ち
封
碑

や
三
男
が

二
昼
時
相
続

人

_
)辛

え
る
事

と

i仕
っ
た
か
,C二

次
舞

だ
生
前
貰
準

若
誓

｡
よ
句
･

卦
希

の
再
幾
何

と
い
う
恵

味

を
強

く

し
て
束
た

血

江
戸
時
ペ
亡
行
い
JL
た
亀
宅

T
.
刑
罰

と
し
て
の
薄
利

的

な

ら
の

こ
.
屠
出

に
よ

る
も
の
亦
奉
り

､
後
者

は
更

に

痛
覚
の
理
由
に
･よ
る

E
の
こ
､

モ
膏
の
理
由

L
一
*
/ろ

も
の

と

rJ
倉
け
り
H
る
.佃

二

1
の
二
着

ーユ
い
す

1L
E
御
幸

ヘム
に

藩

え
尭

い
草

i/T
確
本
的

な

理
由

と
な

T
LJ
=
た
J

刑
罰
と

し
て
の
酪

葛

は
･
相
済

､
御
預
け

､
閉
門
等
こ

同
じ

く
､
武
士
に
希
帝

の
聖

.I,
卒
石
が
今
望

環
七
だ
日
記

や

よ
り
は
竪
出
払
友
松

っ
た
が

､
貫

府
が
大
名

･
頒
本

に

対

し
て
行

っ
た
も
の
tZ
茜

研
変
書

に
明
加
｢J
あ

石

･

号
通

の
遜
り
武

士

の
俸

禄

は
'
薦

お
に
ょ
Lr
裾
鹿

人

LJ
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再
論
q
YU
Iし
ろ
産
前

｢･J
寄
る
か
､口
､
嘩
人
は
覇
出
の
理
聖

等
令

'
件
の
等
今

､
御
目
早

の
頂
不
浄
等

を
記

し
て

､
怒

領

(
家
香

草
ト
し
置

か
れ
た

〓
畠

申
し
出
る

S
.
林
普
勢

･}/

奉

っ
た

｡

隠
居
の
年
令

_〓
つ

い
て
は

.

延
妄

二
号
九
日
廿
r;
日
の
篠

荒

川
平
左
衛
門
隠

居
土
俵

暮
頗
膚
碍
実
草

月
三
十
女

こ

て
尊
意

-一
も
穣
碍

一二

tA,妊
上
洛
敦
寮

空

桶
萄
乙
琴

ナ
二
'

■

Li
空
重
て
贋

可
中

上
畠

萄

仰
出
札
什
軒

jLl
t与
卦

ア
頃

■
●
●
●
●
_

而
早
速

,産

屋
額

]
被
申
ト
1取
掛
華

こ
て
小
肇

草
雪

-

簡

之
由
印
小
頭
石

山
勘
急
帝
恵

左
衝
門

二
年
増
え

延
宝

Lg
耳

六
局

二
十

Ej.7日

の
縁

l
町
田
rI
節
電
衛
門
東
経
未

尊
敬
言

倍
数
碍
本
積
痛

罵

故
瞳

居
之
書
聖
整
準

路
･N
鹿
喧
華

甲

ヱ
三

甲
賢
者

条
布
置

偉

伴
･lf
蕃

仰
召
,乙
趣
於
御
詰
超
敢
八
郡
十三
軌
門

汀
牢

演

と
問
林
吉
右
衛
門
出
窪

右

の

二
つ
の
例
は

.
病

名

の
理
由
に
よ
る
頃

占
1t.,I,
良
奉
る

が

､
傍

点

の
野
分
よ

り

.
年
若

い
者

の
醸

屈
は
許

可
Y
,tれ

難

か

っ
た
軍

Ji
知
れ
る
ボ

･
末
だ
は

っ
き

り

し
た
賠
届
許

可
の
年
令

の
規
定

13
'
夏

出
吐
奪

い
･
二
番

宙
の
例

L〓
於

け

る

｢
未
年
敬
し

こ
は

.
年
若

で
祈
る

と

い
う
意

味
｢)
､
定

';
た
年
数

の
恵
味

で
は
な

い
と
眉
う

｡
即
ち

遷
窒

四
年

十

二
円
廿

1
日

の
僑

御
家
中
と
諸
士
隠

居
甲

乙
儀
肇

而
名

大

十
枚
後

夫
よ
り

内

に
て
は
延

引
笥
誼
し
養

子
席
,三
線

町
十
代
後

天
よ
り

内
は
延
引
乍
去
何

と
ぞ

苑
LF
,こ
筆

者
各
列
た
f号

(
き
よ

し
蔵

仰
芯
之

こ

こ

J
に
至
r

'
六
十
才

吠
上
と

い
う
制
限
.f=i
制
度
化
さ

れ
ろ
の
で
有

る

.
つ
ま
り

､
六
十
才
城

上
は
老
年

′こ
し
1/

監

先
王
〓
瞳

居
を

J
広

当
怨

の
事

と
し
て

晃
た
の
て
＼
覇
rtT
｡

H
S.)
点

∪
関

し
て
各

藩

の
法
制
は

l
蔵
で
は
n
/＼
､
幕

府
浩
に二
分

て
･局
七
十
ギ
兄
上
と

太
っ
て
K
.J

､
会
津
藩

ii)
'

吉
子
標
の
制
T..)
よ
石
と

､
同

じ
/＼
七

十
才

と

定
粟

,つ
れ
て

い

弓

二
八
土
空

港
に
符
丁
は

･
老
年
爪,:
徳
居
宅
謀

の
て

い
な

か
っ
た
.

浮
撃

巷
の
も
の
tg
t
以
後
老
年

に
丈

る
も
の
は
六
十

ア

代
rfU
巌

も
多

く

､
高

齢
の
場

合

L
J
tコ
上

十
代
八

十
代
の
毎

も
み
ら

れ
る
の
t,･J
万

る

･
た
ヾ

し

.
｣
へ
十
代
の
願

出

1
1
は
,

文

中

_
1塙

烏
を
理
由

に
し
た

iD
の
舛
ま
だ
ヲ
く

t
t
十
代

双
上
の
者

に
老
衰
こ

い
う

文
字

を
女
中

_三
党
右
耳
の
r{･.)
市
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否

｡
即
ろ

､

貞
享

奉
年

十

二
月

廿
日

の
傭

伴
甚
左
肩
門
富

月

二
而
甲
立
候

ハ
勉
儀
今
年

と
冶

二
三

罷
疎
偉
故
草
炭
喉
輪
賀
L
I持
病
咳
塙
東

勇
壮
確
執
可
中

鉢

=
無
御
座
停
止
段

玖

和恵
偽
不
申
上
席
仲
基
友
野
埠

延
至
上

等

二
月
十
五
日
初

潮
目
梨
甲
上
当
辛

十
た

こ

罷

前
項
相
庵
と
御
奉

ハム
祇

押
付
私
項
藍
居
祐

仲
村

被
下
偉
巷
散
布
可
春

希
畠

甲
立
候
産
額
･7〓
退
廷
膚
蚕

仲
村
政
夫
宇

野
複

印
漢
和
確
疋
右
衝
門

!T･車

乗

･N

伸
こ

病
気

の
理
由
L
lよ
る
場
合
は
ご
jt
奴
務
-三

八
十
才

･以

下
rGJ
許
可
y
)
;
て
お

り

､
例
え
は

･
二心
硬
十
十
へ
葺

二
目
三

日
に
伺
馬
頭
与
力
の
上
戸
六
三
帝

二
十
T,Tl才
姉
二月
夏
患

い
'

侠
気
の
宅
込
が
な

い
の
で

･
ま
す
香

子
覇

が
許
fbT"
三
的

､

接

い
で
暖

眉

･
家

督
空

L,
の
養

子
に
下
し
置

か
れ
て

い
う

水

､
病

気
に
よ
る
も
の
は
五
十
代

.の
着

水
貫
く

､
い
下

れ

に
せ
Ji
､
御
奉

公
の
可
能

､
不
可
能
が
.缶
可

二
小
筒
可

弟

基
準
と

在
っ
て
い
た
よ
う
て
J
第
･r
･
こ
の
事

は
莞

に
引

い

た
延
宝

二
年
九
月

D
rr
日
の
噂
と

･
延
宝

E
T
等

･1(
月
廿
四

月
,の
項
と

の
比
車

に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
u

今
回
日
記
を
読
ん

だ
範

屈
t:)
珠
､
右

の
如
く
で
有
る
が

す

っ
こ

等
の
下
っ
た
嚢

呼
四
年

二
月

二
十

三
日

L
J詳

し
い

理
定

印
71
き
.日
て

い
る
が

､
N
J=
に

よ
る
乙
二
五
捨
置

XJ

下

の
.蔭
居
醇
T

､
病

気
御
蹄
と

そ
れ
軟
毛
弄
う

〓

lJ
朝
向

後

に

へ
数
十
ケ
再
と
布
石

)
出
す
事

が
壮
蓉

と
な

っ
た

｡

｣へ
冷
帯

i
!
上
は

'
病

uT;
の
局
数

L
)
か

ゝ
わ
ら
す

､
そ

の
病

症
に
よ

っ
て
額

を
出
し

､
大
給
才
玖
下
五
十
才
適
は

二
九

ケ
月
吹
上
病
名
の
着

は
.
野

望
も
宰

井
出
護

ナLJ
･
尤

指
蕨

以
上
の
着

tg
.
秦
条
件
t'･J
額
出
る

事

を
辞

し
て

い
る
9

石
昆
延
宝

隻
手
か
･り
鞄
八
十

年
纏

っ
て
Ti;
I
,
こ
の
間

の

･晋
へ
化
或
は
新

し
い
制
喪

の
存
在
す

る
小
宮
類
に
つ
い
て

月

今
後

に
譲
る
が

'
六
十
才
-tT*
上
の
線

爪

一
座
貫
か
れ
て
あ

り

･
雫
に
七
十
才
と

い
う
鹿

を
1t)
Jつ
一
本

引
き

､
老
黄
と

の
列
を

l
零

は
っ
き
り
と
さ
せ
て

い
る

｡

願
出
人
林

'
理
を
定
接

の
盾
kJ
有
る
錫
合

に
は
.
ま
す

､

碍

緩
御
殿
更

の
額

を
]jl
L
.
そ
の
帝

ホ
聞
届
け
-り
れ
た
篠

で
暖
居
の
覇
を
3g]
す

肥
章
が
市
り

'
さ
に
秀
,17
ご
ろ
場
合

L
這

願
の
書
付
の
受

理
成
さ
れ
在

払
っ
た

｡
印

ち

蓮
室

町
年

二
月
九
日
の
像ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

工
蒔
左
凍
石
衛
門
儀
東

学

7着

と
御
覚

債
朱
轡
穣

r
遵

･
･N
御
綿

訟
化
牽
て
薩

居

士
碩

ハ
可
中
上
噂

壬
取
掛
た
る
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申
上
様
と
苧

之
季

乙
書

何
周
遠
別
竜
巻

撃

社
中
入
･N

喪
享

三
尊

十
二
月
四
日
の
嬢

久
田
菊

時
節
穏
居
辛

頗
傾
御
家
慶
中
.･Ti
贋
と
書

何
周
蓮

傭
恵

三
衛
視
用
勤

乍
乾
布
醸

官
主
席
申
立
候
不
凋
叶
鳩

御
緩
御
莞
JN
簾
中

上
月
叶
碍
局
後
居
町
申
立
壌

二
頂

へ

下

略

)

･L(
っ
て
.･
麦
層

十
大
等

一
月
廿
日
の
頃

.
篠

山
嘉

石
衛
門

と

冶

七
才
の
場
合

も
顔
書

付

L
l於
て

.
御
筏
俸
御
頼

雇

の

薄

ん
だ
事

凌
述

'･(
､
孜

の
て
醜
居
を
頑

つ
て

い
る

し
二

八

城

代
左
勤

の
た
高

倉

主
計

至

心
希

十
｣へ
竿

成
代
領

の
御

戴

冠
帝
差
出

し

'
第

可
複
同
年

に
と
十

三
T

r:J
陣

居

し
て

い

る

｡鴨
居
に
降
し
て
武

士
虎

吊
束
t〓
醸

唇
か
重
荷

つ
事

が
行

目
れ
た
､り
し
い
机
､
日
記
か

り

は
見

出
し
碍
在
か
っ
た

一

Tx
･
動

程

中
巾
労
の
市

っ
た
者

に
穏

宥
和
こ

し
て
金
子
や

珂
米
窒
賜

っ
た
事
は

､
幕

府

に
射
て
夢

<
行

わ

;
た
休

.

ニ
礼
d)
日
記
上
'iJ
増
車
を
是

品
止

在

か
っ
た

が

･
兵
事

互

年
度

の

晶

伺
勤

万

之
椿
托
旗

義

怒
髪

た
帝

石

の
聖

)

醸
席
料

に
つ
い
て
の
児
定
査
定
31
し
た

の
F'･J
牙
る
3

御
豪
農

御
攻
代

御

用

人

右

4㌧
か
鑑
居

料
相
上空

qJ
竣

下
冨
事L
/
日
付

寺
社
奉

行

郡
奉

行

弘
工叫
町

奉

行

勘

定
奉

+.C

右
五
役

十
年
渦
執

信

伏

接
穂

屠
破

仰
何

榛

名
隈

宮

村
可

猫
,'

･3
･･口
軍

武

椅

年

以

上
･N
勤

御
節
国
有
土
着

右
ナ
＼
外
為

御
者

次
牙
､三
軍

声

に
は

眉
射
な

く
､
穿

琴

上
丸
岡

の
烏

に
雪

空
集

の
･り

れ

た

Jj)
の
で

tS
.う
う

和
ら

､
空

糾
J75
r
実
漉
さ

れ
こ

い
た

の
r･}
あ
ろ
う

｡

寒

剤
町
少
な

い
tが
魔

局
後
扶
埼

末
を
下

し
置

か

れ
て

い

る

例
..{=
二

･
三
奉

る

.

±

I北
軍

に
よ
る
鼠
式

凋
鹿
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世
封
世
希
の
相
最

良

･
隠

居

に
架

け
る
催

､
蔵

相
衆

人

の
死
去

に
･L(
つ
一J
行

い

れ

ち
か

･
隠

居

L
J
よ
る

場

合

良
好

碍
庫

の
最
境

の
準
備

誉
こ

う
の
え
易

く
印
考

､
相
続
人
夏

草

定

し
て

い
る
場

合

が
貫

か

っ
た

が

､
死
去

L
T
よ
る
も

の

描

.
大
部

弁
突

発

的
場

合

Fj
あ

っ
た
為

に

.
多

摩

の
型

生

み
は

J
J三
男

の
側

の

処
置

も
軍

側

に
よ

っ
て
層

々

で
有

り
､

今

日

と
遠

い
法
理

姉

は

っ
き

り
足

っ
て

い
な

〓
為
か
そ

二

に
は
主
君

の
側
の
刺
客

､
希

早

壬
君
の
′碕
沫
酌
量

へ
｢丘

も
岸
局

は

J
主
家

(
の
御
奉

公

J
由
緒
等

に
Lf
っ
た
軒

)

に
よ

っ
ナ＼
､
多

く
の
例

外
的

趣
置

座
行
わ
れ

J
柔

軟

唯
が

誼

の
､り
れ
る

｡

前

掲

の
電

文

十

二
年
発

布

の
轡
家

中
家
蚕

床
井

の
定

L二

よ

る

と

､
御
日
夏

の
薄

ん
す:I,
い
る
事

､
嫡

子

の
号

令
十

ビ

オ

以
上

で
斬
る
事

の

二
魚

体

.
裾
線
韓

可

の
史

翠

栄

誉
rfJ

方

香

｡
二
の
様

な

場

合

L
J
ta
無
条
件

LJ相
簸

作
詩

可
き
圧

る

水

､
葦

に
胡
衆

柑
許

可
さ

れ

絶
場
合

L
)
C
い
て

き

′÷
且

よ
一つ
ー

帝

I
Ll
"
凋
衆

人
即
ち
芳
子

の
凄

い
場
合

ナ乙
あ
け

石
筆

休

出
者
る
9

こ
か
は
轟

裾
線

人
媒
若

い
内

に
死
去

し
た

‖

す
る
と

.
ま
だ
チ
床
の
集

い
事

購
貫

く

有

る
宋

i:･)
お
ろ
ろ

･

延

宝

八
年
十
月

二
十

と
日

の
曙

'
御
勘

定
尊
意

の
巷

廿

三

才
･

三
十
五

才

の

二
人

が

い
す

=
tO
子
窯

y
I故

に
知
行

五

十

石
F,Y
取

さ
れ
て

い
る

o

起

き

四

呈

十
一
月

九

日

の
保

川

口
善

蕨

八
萩

に
て
病

死
知
行
破
翠

三

石

十

l
月

凋
果
候

京

糾
御
寒

当
物

疎

撃

卜
JN
畠

立
春

即
∵
｣l
平
1,2!y･

石

は

.
rI
オ

rq)
て
丁

で

に
和
行
を
帯

し
て

い
た
事

に
左

Tう

休
勿
論

例
外

的
場
合

二･)
奉

り

.
天
子
珠

の
無

い
亨

JJ)
(
後

述
の
如
く
養

子
も
十

八
才

ぺ

上
に
賛

て
為

す
軍

妄
j串

さ
れ

3

て

い
た

)
決
定
的

r･,
あ

C

､
知

行
没
収
は
当
る
r･｡

市
ろ
う
｡3

空

手

二
王

の
第

意

に
よ

T-
は

､
宅

芸

少

芸

S
泳

一

式

左
半

分

,
今

頃

の
上

一
項

に
下

し
置

く
軍

に
亙

っ
て
n

r

右
､叫
口
尊

敬

jb
こ
れ

に
当

る
と
思

わ
れ
る

舛

･
君
側

押

､tr
,
月

二

の

ヒ
菜

に

J<
弓

iD
の
は
見

出

し
碍
な

い
よ

う

で

訴

T(Tr
i

起
宝
八
年
1
)月
十
･と
日
の
像

ヽ

t

魔
侶
市

有
覇
門
病
死
呑
竿

LJ
中
春

亨
帯
頭
や

蔓
+､
軒
立

博
聞
跡
式

不
複

軸

弱

･芝

何
畳

中
表

甲

戸
田
左

玉
東

萄

申
渡
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右

の
細
く

､
チ
倍

へ
男

子
)

舛
寒

く

I
L
小
色
生
絹

又
は

兎
亡
直
前
養

子
願
を

し
て

い
在

日
場
合
は
俸
禄

の
没

収
即

ち

､
御
役
取
上
と

在

;

､
二
の
事

は
泉

尾
断
雁
を
意
味
し

た

ク
よ
っ
て
東

胡
音

子
等

S
･不
法

に
よ
い
熊
希

の
蓮
か
設

け
ら
れ
て
は

い
た

tO
LS
の

.
琴

子
林
無

,/
希

の
凋
凍

不
寒

哩

は
数
多
く
発

生
し
て

い
る

｡

千

二
rJ
は

､
実

子
が
あ

っ
て
ii)
･
勾
少

か
希

は
末
だ
御

田
臭
の
済

ん
で

い
太

い
場
合
星
あ

け

LC
る
Q

亀

支
十
二
年

の
条

文
に
よ
れ
ば

.
三
寒

に
御
日
見
寒

=

為
或
は
幼
少

の
着

も
(
練
武
'外
与
え
ら
れ
る
と
簡
親
出
乗

る
と
思
わ

れ
ろ
S
に
対

し

､
草
創

に
放
て
は
御
r7Td
史
の
未

た
清
ま

ぬ
鋳

子

も

,
天
幼
少
の
相
衆

人
た
る
敏

に

､
除
群

林
許
y
J
れ
て

い
森
=

場
合
炉
夢

,I
.

延
富

∩
年
十

一
円

二
日
の
偉

k
J御
話
座
敷
上

,N
間

升
記
新
線
小
山
与
臭
衝
倖
長
次
郎

詠
.b
C
知
行
島
忠
相
寒

空
卜
･N
幼
少
,N
中
節
留
守
菅
観

話

人
単

車
御
蔵

米

E
)
親
疎
瀬
下
･N
盲

主
春
蝶
顔
中
湾

,～

進
窒

<
年
十

一
月

二
日
の
峰

於

ー司
印

梶
川
左
門
殿

組
森
内
藤

大
夫
碑
ス
ス
郎
儀

和
牛

故
未

御
日
電
耗

不
中
上
嵐
武

藤
頂
取
･N
野
郎
孝

之
内

物
戎

三
か

l
商

下
･N
旨

を
客

殿
左
門
鞍

江
森
申
渡

土

石

二
つ
の
記
事

.{=
同
日

_〓
壷

が

､
両
方
と

も
子
借
が
幼
少

I.I/
誘
る
の
に

､
二
刀
_ヨ
駄
式
を
下
し
置

か
れ
･
他
方

は
幼

少
乙
い
ろ
理
申
L
J
よ
り
除
武
重
讃
止
ら
れ
て
い
る

4
外
記

へ
津

軽
韓

)
梶

川
左
門
葵

に
準
言
上
等

収
束
御
幸

廻

魚

を

預

け
-つ
れ
て

い
る

の
で
萄

る
か
ら

､
向
名
聞
に
可
分

の
障

り
LD
考

え
,r
I,TJ
太

い
O

希
局
前
席
は
す
で

_二
何
日
曳

船
済

ん
で

./
る
杯

､
後
竜

は
御
日
晃
が
薄
ま

奴
為

_J
稀
式

が
浸

取
さ
H
L
J
の
Ti,
祈
ろ
lつ
か

Q

石
の
如

く
幼

少
を
嘩

画

に
頂
取
さ
れ

た
年
今
夏
見
る

と
.

延
､bn
ニ
茸
二
月

三
日

の
与

P
の
伸
三
才

を
冶

め
十
五

ア

･

丁
四
才

一
四
才

,
御
馬
超
絶

の
件

二
才
等

を
莞

出
丁

か

･

〓
カ
rJ)
於

こ
三
才

､
九
才

､
十

二
三
才
等

の
竜

林
鍬
式

を

詩
Y
)
れ
て
い
る
師

か
､つ
､
特

に
年
令

に
下
限

の
市

っ
ち
亨

は
考

.N
､り
jt
な

い

Q
し
か
し

,
印
少

に
て
も
辞
さ
れ
て
.い

間】

る
者

の
干

LJvi
k
租
よ
.I

の
奉

公
左
程
の
･り
れ
た
場
合

ボ
貫

く

,
例
瓜

･

元

禄

十

一
年

B
月

廿

三
日

の
保
大

石
衝
門
伸
当
九
才

希
庭

五
帝

四
帝

34



石

玉
杯

四
市
銀
泉

御
甘
党

不
申

上
旬
少
･N
嘉

･N
軍
二

碍
碍
異
申
分

太
石

衝
門

御
取
立
土
着

･N
貫
之

そ
相
軌
促

月
報

大
石
荷
門
陳
式

魚
用
蓬
被

下
置

俺

右
御
更

え
通
羊

知
衝
撃

背
屈

組

詩
舶
大
祐
種

付
･て

日
妃

上
の
記
載

に
殖

て
は
右
の
如

く

･
役
柄

･
豪

篠
等

の

記
r<
し
て
寺

い
甥
合

の
山刀
が
貫

目､
加

.
舞

可
き
れ
た
着

の

内

･
記

入

し
て
布

る
東

宮
給

っ
て
み
る

と
南
且

亀

頭

の
子

等

割
合
高

,Lj
の
者

'Jか
声

∵

栄

は
身
命

の
鼻

tT'よ
る

の
か

も

し
れ

昭
雄

､
慮
っ
き

り

し
た
展

望
出
す
ま

7(･J
r.二
は
嘗
わ

な

押

っ
た
｡
更

に
細

か
く
調

べ
る

地

学
が
有
る

.
た
だ

,

御
馬
廻
蕃
膏

を
墳

L
1
し
て
轡
白
星

の
宰
今

に
差

の
濁

っ
た

事

は
後
述

の
通

り
R
J
祈

る

｡
耳

.
重

文
十

二
年
東

女

の
ゐ

才

十

二
条

ナと
以
て

､
こ
の
下
値
竜

を
対
象
と

し
て

い
る

と

も
考

え
て
rt
た
が

､
与

P
薯

も

･
十

に
寸
ま

で
羊

知
と

.J

う
牙

二
条
の
壇
定

通

り
で
努

り

J
又
廿
ア

の
制
岡

JJ)
男
山山

は
長

い
の
で

'
疎
､正
た
な

か
っ
た

･

御
rFJiJ
更

に
関

し
て

は
重
富
七
年

九
円
十
三
日
高

言
石
乳

汗
惣

右
衛
門

二
空
也
新
屋

与
右
厨
門
等
軌

食
嘉
穂

の
毒

の

病

衣

tZ
唆

し
,
子

任

が
禾
Jw
御
白
男
清

ま

畝
事

を

曹
由

ri.)

知

行
夏

環
顕

さ
れ

lJ

い
る

｡

卓
事

王
寺

二
月

｣へ
日

の
傭

伴
と
帝

石
衝
門
嘩

各

鯛
硬

倒
趣
篠
政
卿
家
老

平

声
中
速

嘩
帥

上
野
方
御
門
砕

御
日
常

不
中

上
停
扱

知
行
穂
l
'
_

首
上
席
克
神

目
男
不
中

上
候

も
斬

二
篠
碍
莫

御
目
里

I
_
_
･
'

_
I
_

I
,
,
I

喪

主
春

江
乾

式

可
瀬

下
線

集
え
偉
胡

石
,三
通

可
串
凍

土

由
布
家
芙
中
森

伸
席

府
中
寄
席

二
何

而
別

件
珠

五
左
衝

門

託
右
･N
畠
中
東

.乙

鳥
傍
点
王
権

し
た
蔀
命
中

.ご
電

文
十

二

寺

6
車
重

泰

と

租

申

す
香
草

に
在
っ
て

し
ま
う

が
そ

の
間

の
経
過
書
物
語

る

も
の
は
監

出
せ
在

か
っ
た

･

石
に
引

い
た

と
固
礎

の
条
何

の
者
f:JJ
iD
､
相
続

人

の
祖

父

が
生
存

し
て
あ

り

､
し
,-c
J
)
御
車
･公
青

く
勤

め

た
着

に
･

紘

･群星
許
可
し
て

い
る

q
へ
延
宝

E
l
葦

十
月

廿
日

三
上
靖

専

串
病
乾

の
蕉

)

同

じ
く

･

延

窒

五
年
十

二
月
+
日

の
僑

東
灘
叶

糸
希

幼

少
改

ま
今

御

百
度
不

仕
候

碍
宋
捉
集

●

姐
御
奉
公
罷
免

凋
勅

許
試
乗
相
違
嶺

締

付
之
畠
則

rr

兵

衛

註
申
達

と

世
辞
授
銀

東
午
録

よ
り
出
可

申
血
痕
頭

伺
寄

席

互
左
衛
門

話
中
寒

と

丈

.
竜
篠

田
等

五
珂

廿
｣へ
百
の
壌
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御
中

小
姓

内

田
杢

左

節
門

儀

布

石
出
御
自

uT
kJ
ii)
不
仕

萩

相
果
僚
称

式

不
蔵

仲

村
畠

山
中
元

帝

孝
和

士
卒

環

土
石

は

､
被

柑
蹄

人
白

身

林
ま
だ
簡
B
]
男
を
薄

ま

廷
丁

乃

巧

す

､
ま

だ
主

君

に
そ

の

地
位
を
正
式

に
記

の
-り
旺
て

い
禿

い
と
云

え
る

¢
従

っ
て

丁て
∽
妹

耳
重

要
に
確
L!/kT
人

に
確
鹿

Y.)
竺
る

事

の
不

可
能

亙

S
.
は
当
慾

で
禿

ろ
･,

石

ーヨ
主
君

の

荏

,17士
戸
期
間
が
長

朴

っ
た
場
合

ヱ
＼
S
間

_二
相
斥

或

竺

口

出

さ

れ

た
巷

に
生

じ

や
す

い
G

ヱ
＼
S
他
前
日
這

い
の
相
読

即

ち

･
正
当
在

村
衆

人

(..J
は
+催
い
場
合

を
勢
て

み

J74
-つ
｡

廷

吏

田
寺

二
月

を
日

の
保

横

内
蒔

募
衝
儀

莞

年

倖
相
黒

縁
刻
蘇

兵
衛

一
代
御
撲
碍

嶺

下
摩

由
敷
額

､三
石

､て
通
祷

仰
月

停
今
膏

疎

莫
衝
頑
冥

･75月
環

に
泳
式

布

仰

月
額

薦
無

･N
停
碍
止
へ
八
十
三
輪

之

内

T7i
曙

鉄
泉
相
違

孫

1
圃

扶
持
夜
下
､7＼

準

妄

町
等
六
月

廿

日

に

も
弟

に
株
式

要
望
籍
y
二
三
三
甲
を

許

し
て
ち

rり
す

'
惣

領

玖

外
の
老

(
は
菰
汁

月

下
し
置

か

れ
在

日
S

が
原

則
だ

っ
た

の
K
J
あ

る

Q

元
頑

十
阜

†
月
十

三

日

御

草

廻
新
圃

伝

,M
期
弟

新

同

寸

.i?

,印

石

同
道

津
軽
織
琴

出

座

L
/
日

付

牧

野

伝
右
街

門

石

伝
え
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萄
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融
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句
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節
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催
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仕
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又
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右
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司
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岩
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∵
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蓉
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篤
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を
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れ
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菓
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蓮
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が
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付
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嶺
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叫
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＼
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一':)
香
う

,r

D

篠
の
例
と

似

た
も

の

と

し
て

･
窒
永

二
等
九
日

十
<

日

の
靖

に

'
判

売
電

届
帯

環
3;j
の
申

出
を
穿

け
た
番

頭

が

.

立

合

の
卑

日
付

星
尋

ね
庶

し

て
い
る

内

に

一
腰

33
人

水
死
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会

し
て

し
ま
っ
た
瞭

･
右

の
訳
で
判
形
在

し
た
雷

何
重
妄

上
け
る
軍

を
希
書

と

賢

_)
善
出

し
て

い
る

｡

し
か

る
に
具
享

麦

等
七
円
廿

一
日

の
項

に
川
敵
東

丈
夫

こ

い
う
薯

の
末
期
額

に
判

売
電
尾

が
朽

わ
=
な

か
っ
た
外

(
瑠
由
は
記
r<
友

し

)
御
奉

公
数

年

.
常
夏
出

し
.i
)印

t

よ

り
坪

(
御
蔵
木

を
下
し
置

か
れ

-る

S
三

巧
弓
が
l
二

).礼

は
例
外
的
で
粛

=

･
又

こ
の
揚
合
h'･J
luJ
テ
}
伴

Lj
蘇

‥訂
.三
号

の
ま
J
t

譲

る
亨

.1ヨ
空

i,
･
成
立

′宣
･,γ
に

石
化
う
季

夏
新

し

て

い
る
に
寸
さ
す

.
期

元
定
席
の
重

要
環
-;J′示

た

避
寒

.林

知
れ
る

の
て,,顕

る

3
ヌ
'

車

亨

元
年

十

-
司

七

一
日
の
傑

御
家

中
之
苛

々
病

気
急

二
両
且
末
閣
尾
野

甲

乙
書

付
Ll
(

今
追
差

上
家
横

転
今

以
後

石
と

書

付
呈

上
了

夜
中
嘩
隼

を
雪

子
無
主

雪

丁
､7㌦
願
中

上
偉

栗
平

ヨ
今

ラ
廃

妄

外
何

と
N
-
相
笹

頴
鞍
候

八
､
書

付
差

｣土
叫
申
循
東

軍

三
千

御

日
夏
甲

肴
死
後

和
音
儀
茂
寧

ニ
ケ

へ
差

上
中

間
数

積
ハ

右

,三
校

大
字
毅
希

中

大
rFiii
l{
両
人
丈

J
御

組
頭
御
墾

田

御

渦
奉

行
御
近
習
轡

寄
合

追
当
番

≡

血

甘
､T!庫
闇
適
中

可

仕
畠

中

壌

土

右

の
西
き
甜

'{霊
j
;/
I,
る

林

.
r
)
=
7
<
i
lJ

横
束
朝
顔

の
刑
煉

整

っ
て

い
っ
た

の
で
砺

ろ
う

｡
r
)
れ
拭
前

は
､

廷
吏

.T
等

十
月
出

田
日
の
候

打
越
常

至

上
門
弟

乾
存

雀
,N
中
節
式

頗
中
上
則
源
五

郎

弥
打
点

讐
空
也
確

下
草

7三
日
裸

仰
出
則
於
話

摩
革

蒔

濁
鏡

左
衝
門

三
三
番
殿

確
車
琴

ヱ
追

弔
儀
左

衝

門
季

N

為

御
礼

登

軟

石

L
JL
,
咽

か
!:Jf
積

｣
絹

㍗
rS
.所
土〕
無

い
届

が
､
樺

へ
の
株

式

用
貨
喜
電
宅

ふ

,り
し
め
ん
と
し
た
葦

の
物
杯
多
く
見
､り

打
た

♪
し

か

る
二

鳥

接
し4

､
二
:I;
ま
r･,
の
印
に
み
た
珊
く

,

･L.･天
子

竺

い二

二

J
ヒ
了

別

.

少
か

､

増
結

人
に
遇

う
一
粒
場
合

こ

J

子

暮
/＼喜

子
を
煩
う
場
合

こ
の

こ
壇
葦

に
し
ぼ
,･n
れ
rJ
行

く
nL前

景

に
つ

日.:
て
み
る

と

二
空
仰
十
等

皿
司

十
日

の
頑

､

土
岐
天
左
衝
門
五
十

二
手
水

J
十

二
才
の
倖
Je
己
の
死
後

滞

命
に
雫
は

揚
兼

に
頗

っ
て

い
る

他
見

､
丈
の
年
令

･
二

十
代

三
十
常
夢
く

､
僻
も
四
才

､
八
才
等

御
目
監

以
前

と

考
え

･つ
れ

る
名

水
矛

い
｡
空

永

｣へ
年
五
uT
三
日
の
項

に
あ

る
御

題
遅
筆
泉
革

､N
桑

二
十
九
才
の
末
期
曙

に
対

し

､
わ

予

か
芯
7
,3
碑
に
家
督

空

,-
1̂J
れ

･
御
留

守
居
鳳

に
仰
付

汁
-り
f
･十

七
･才
書
で
半
期
に
申
付

け
て
い
る

｡
ヌ
J
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孟
蔵
十

町
年

l
均

せ

二
日
の
慮

石
鯛
岡
八

九
時
末

朝
顔
書

付

こ
.布･
(
中
略

)
近

年
病
者

罷
環
指

心
安
享

正
月
よ
り
大
病
相
頬
御
緩
儀
裾
勤
傾
,乙

壊

不
欝
攻
偉

何
食
淫

雨
御
緩
御
君
辞
戒
造
篠
壕

零
頑

停

頑
強
当
年
皇

帝
電

球
傾
各
貴

報
議
凋
碩
青
白
同
前

二
御

座

候
間

二
琴

当
年

三
才
賓
碑
傭
往

々
如
伺
様

･N
御
者

公

布
相
勧
停
戒

燕

佃

何
歳

下
霞

曙

(
^
重

々
鞄

雪

-F
奉

肩

嘩

右
､三
時
何

分

二
茂

可
祭

溝
御
沙
汰
奉

印
篭
申

立
偉

(

後

略

)

右

の
他

､
生

水

二
年

九
月
十
八
日
.
三
上
常
夫

の
場

合

'

菓

子
ち
ん
任

の
為

､
本

人
の
甥
主

賓
養

子
に
序
:Lq
て

い
る

等

は

､
甲
子
あ

り
な

が
ら

､
帝
謂
喝
奉

公
菜
鍔
葛

の
場
合

で
吊
る
｡
又
元
禄
十
六
年
｣へ
月
D
四
ru
に
は

､
御
自
宅

:･f

下
すヾ
高

石
足
軽
百
村

千
村
大
在
第
円
か

､
上
了
の
世
偉
FS:

成

長

の
岡

･
弟

l=
似
合

の
御
奉

公
夏
頼
う
形
r:j
芯

し
て
い

る

q
い
わ
ゆ
る
息

t
r･J
奉
る

D

右

の
内
長
期
帝

水
琴
届

け
ら
れ
た
者

の
内
で
≡

IT]'
額

出

壬

い
う
事

が
杏

け
SL
は

､
大
草
は
断
定
の
目

に
通
わ
茶

け
れ
舟
を
,り
奄

か
っ
た

一ビ
あ

弓
ろ
と

考
え
る
と

･
三
.､
の
果

し
た
働
き
の
大
き
さ

に
気
付
く
の
で

あ
る

｡
rr
J
の
宮

は
攻

の
零
細
養

子
の
場
合

LJ
f
層
覇
著
で
祈

り

.
か
つ
重
要
性

を
萄

し
て

い
た
の
で
有

る

D

末
親
養

子
は

･
重
病

危
篤

の
探
急

に
噂
出
る
泰

子
rLj
萄

る
か
､り
J
急
養

子
と

も
呼

は
れ
た
よ
う
で
奉
る

.
こ
の
よ

う
森
養

子
は

､
･初
期

に
於
て

は
禁

止
さ
れ
て

い
た
林
'
末

期
番

子
を
定

め

狼
事

か
ら
薮

の
断
鹿
加
頻
発

し
碑

に
大
名

豪

の
断
層
は
夢
く
の
清

人
左
葉

雀
止
し
の
rJ
産

に
は
壕
妥

の
妾

を
桓
丁

に
至
り
J
こ
の
事
碑
を
契
磯

と
し
て

そ
れ
迄

の
泉
南

の
浪
人

に
司
す
る
鉄
蹄
的
弾

圧
推
薦

に
転
損
を
末

し
た
事

か
,り
･
そ
の

f
つ
と
し
て

こ
の
東
胡
看

守
吉
認

め

る
事

と
も
在

っ
た
事

は
定
託
と

在

っ
.て

い
石
状

､
幕

府
に

打

て
tj
喪
を

皿
耳
十

二
月

十

I
rロ
の
今

を
尻
て

五

十
才
城

下
の
名

に
対

し
末
期
養

子

の
頑
出
を
許
可
す
る
事

に
な
っ

た

.臭

漂

U
於
て
利
恵
空
屋
を

肥
要
と

し
た
辛

は
先
述

の
通

り
で
あ
る

ボ

へ
そ

の
礎

､
碍

出
入

に
隼
今

上
の
制
服
舵
伽

･N
ら
れ
た

の
で

あ
る

B
上
醍

t2
津
軽
藩

に
k
'て

も
雪

女

十

二
告

の
骨
五
葉

L=
よ

C
五
†
才
玖
上

の
帝

空
原
則
と

し
て

と
り
あ
け
･太

い
と
規
定

が
祈
っ
た
の
で
葡

る

｡
幕
府

譲

に

斡

て
tl･
更

TJ
H(
如

三等
i
l
rF

二
十
五
cD
牽

布
の
綱
吉

の
武
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家

速
度

だ
兼

て

･
五
十
才

兄
上

ji)
吟
味

の
L
こ
.t
可
す
る
等

P...J在

J
は
し
た

jD
の

ゝ

J
(
.)

く
例
外
的
で
番
っ
た

よ
う
で

祈

る

｡
五
十
才
抜
上
で

子
轟

き
竜

は

､
以
後

子
p
J.碍
る
可

C.EL
伯
か
少
な

い
の
J.i
当
時
の
常

評

で
布

石
Ĵp
,り

､
三
丁
才

以

上

_〓
有

っ
て
末

だ
相

嫁
入

を
同
意

し
貨
在
,,
の

は
怠
慣

ぞ
あ
る
と

み
た

の
TJ
折
ろ
う

｡
し
か
る
に
五
十
才

城
下
の
｣

岸

'
帝
に

二
十
代
三
十
代
の
竜

が
議
席

に
な

っ
た

場

合
は
'

相
庶

人
の
篭

い
事

は
不
可
抗
力

的
事
態

丁ヾ
市
7
7
.

か
､つ
､
末

期
貴

子
を
当
蒜
E'
箆

の
る

JJ/
き

こ
孝
之
た

の
(.I/
万
う
う

｡

そ

の
上

.
覚

に
引
珂

し
た
廷
宝

国
号

十

二
月

廿

!
rLl
牽
市

の
養

子
曙

に
和
子

｣イ
以
後
た
る

J(
き

q
制
帽

を
設

け
て
あ

っ
た
亨

TIe
､
二
十
代

三
十
代

の
竜

に
こ
っ
て
竜
三

E
Jき
軍

態
を
引
起

し
rI
す

く

､
末
期
額

を
蚕
要
な

iD
の
査
ら

し
め

て

い
た

｡

下
限

に
つ
い
て

は
幕

府
送

に
あ
っ
て
房
十
七

才

兄
上

こ

い
う

制
限

が
奉
る
林

､
津
軽
藩

の
場

合

二
卜
二
眼
に
リ
IJ
て

の
定

は
見

出

し
碍
な

か

っ
た

c
L
外
る

に
『
法
制
史
論
集

』
L
J
於

t/
中
屯
碑

士

の
速

J,/
､り
れ
て

い
る
所

に
従
う

と

厚
を

当
時

の
も
の
か
盃

f
は
ま
足

し
か
は
る

が
少

/＼
ソ｣
も

東
和
時
代

以
東
等
末
ま

で
行
わ
れ
て

い
た
の
r･J
万
る

6
.辛

軽
藩

に
於
rJ
も
至
暦
十

三
年

に
出
P.一
射
た

も
の
は
増
在
縛

っ
て

IIJ
る

｡
二
九

に
よ
う

こ

'
そ

の
年

今
を
十

<

才
iTJ
上

こ

し

､
十
七

千
以
下
は
未

明
養

子
を
仰
付

け
砲
手

に
去

っ

て

い
る

の
で
布
石
加

､
こ
れ
乙

｣等
荷
造
こ

の
間

の

l
辛
の

差

1
.
印
何
確
報
丁

べ
き
か

は
今

日
か
;
j
た

｡

又
右

の
他

へ
白

骨
加

正
式

に
豪

雷
神
編
を
丁

ま
tJ
て
い

窺

い
場

合

lD
頃
は
と
り
あ
.け

り
か
友

か

ハ
た

G
即
ち

元
棟

二
年

F
目
出
左

目
の
僑

･[
野
琴

へ
事
去
年

十
月
泰

子

こ
参

当
年
問

JiJ
伺
御
番

人

家

督
i/
後

脚
日
風
花

不
中
上
草

上
御
奉
公
吾
等
預

相

.
靴
下

甲
病
菟
仕
碍
勇

以
蹄
.tn
可
夜

下
積
鼓
無
､7㌧
末
期
JT＼

張
ilL*
御
取

上
条
､7＼
頂
此
敵
中
淳
テ
＼

石

諮
事
態

夏
生
せ
し
め
た

の
は

.
兵
事

四
年

十
月
所

謂
野

頂
家

の
事

件

に
よ

り
､
公

E
幕
府
よ

り
開
口
を
申

付
け
,り

汁

J
翌

専
亨

享

年

へ
九
月
lJJ
禄
,U

孜

竜

)
四
月

韓
さ
れ

て

い
る
雄

二
〉
)
比
重
探

ん

で
辱
享

四
葺
三
月

出
荷

以
若

元
禄

三
号
八
円
帰
国
ま
で

の
畏
期

向
公

の
留
守
亦
輝

い
た
希
養

子
左
.許
さ

れ
象
膏

言
継

い
tLJ
も
の

J
御

目
晃
の
横
合

を
得

ろ
事

姉
出
末
な
か
っ
た

の

で
市
る

o

末

期
養

子
は
､
根

柾
萄
る
場
合

に
は
そ

の
根

に
育
養

子
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夏

･
練

ら
な

い
時

に

は
養
享

を
帝

い
出
る
草

加
夢

か

っ
た

の
は

･
後
述

の
養

子

の
場
合
と

何
様

で
誘
石

｡

疎

式
相
続

の
種

々
の
場
合

に

ハ

い
て
孝

三

＼
末

た

拭

､

渦
線

許

可

､
不
許
可

L
一
対
丁

る
藩

主

の
側

の
方

針

は

･
P

御

用

格
』

t二
記
載

さ
れ

て

い
る

､
天
和

三
年
八

月

九
日

月

の
記
事

に
よ

r
て
窺

う
軍

休
出
末
弓

.
即

ナつ
､
家

萄
額

31

の
際

の

化
学
事
項
と

し
て

､
顔

相
席

人
の
知

行
高

,
年

令

､

品

､
先
祖
の
如
何
な

慧
第

回

の
着

て,)
.知
行

≡
下
y
)
･;
(ノJ
い

る

か

.
御
奉

公
力

等
敬

､
御
後
備

を

記
載
丁

({
/
yJ1翠

玉
求

の
こ
ろ

り

･
更

に
病

名

,
向
直
名

望

秦
で
寮

生

L
LLj･Im
乞

明

か
L
J
L

､
相
続
人
た

る
枠

に
南

し
て
は

､
年

令

､
軍
司

更
の
斉

ん
iLJ
苛

を
記

入
す
ぎ

よ
う

に
と
し
て

い
る
.,

rJ]
記

事

例
中

に
東

て

tD
本

人

の
人
品

に
つ

い
て

11JT,
切
論

T,/
宥
TP

林

､
覚

租
の
主
家

に
対

す

石

和
が
重

要
確
さ

れ

､
二

日
FIt,

為

に
例

外
的
聖
霊

の
.iJ
､つ
れ
て

い
る
事

林
亨

か

′ノ
た
予
言

､

封
建

社
会

に
あ

っ
て

は
grn
恋

の
事

r,J
市

っ
た

T
あ

ろ
う

ぐ

除

球

i
家

督

の
瀬
境

に
[<
て

､
そ

の
中

止
を
充

す

世
希

に

つ
い
て

の
規
定

は

､
嚢

女
十

二
年

の
条

女

に
よ

二

㌧
明

が
在
よ

う
に

､
一
定

号
令

L
J
る

十
七
才
ま
で

は
半

知

に
と

と
ま
り

賓
裾
の
満
足
夜

毎
吟
へ
は
そ
の
ま
=

了
そ

ら

れ

る

の
が
普
通

T.J
布

っ
た

｡

但

し

､
碩
相
席
毒

部

室
葡

萄

し
て

い
た
権
利

､
附

人
月

相
席
人

(
tM
.N
,干
り
化
石
亨

を

く

､
文
相
唐
人
永

相
整

恥

に
碍
て

い
た
印

氷

･
扶
祷

米

も
相
席

の
時

返
T

J(
き

d)
の

で
あ

っ
tLJ
｡
即
ち

､
次

L
J
明

か
r･J
あ

る
｡

頁
亭

云

年
十
月

十

五
日
の
篠

I
役

科
有

,rJ
か

チ

モ
代

二
者
を

智

東
相

革
袴
仰

出
堰

菖
茂

役
科
町

人

の
冬
着

相
喪

中
和
衷

事

〓
丁
,7,,J
河
米

韓
特
上刀
主
事
覚

と
家

電
夜

下
候
毛

二
へ
頼

凌

平
河
賭

事

一
括

と
寒

空

卜
土

子

汀
株
式
気

相
連
夜

倒

付
嘱
着
は

知
行
半

分
鞍

下
拾

七

歳

二
戒
債

等
夕

瀬
と
知

行
､こ
魚

礁

下
碍

事

石
､7㌧
適
被

仰

出

碍

闇
自

今
双
複
葉

二
御
家

中
両
様

一

向

〓
石
,N
通

可
相

心
碍
着

也

役

村
と

は

､
筏

満

が
繁

任

在

る
時

丈
は

.
専

用
夏
貫

く
要

す

79
時

仰

付

け
ら
れ
る

も

の
で

'
勘
定

奉

行
吋
奉

行

､
郡

奉

行
等

に
下

し
置

外
れ

る
の
か
普

遍

rJJ
あ

っ
た

｡
附

人

は

轡

家
居

轡
常

人

に
享
子

り
比

.
役

科

と

内
容
的

に
は
同

じ

も
の
二
f/
あ

て空

揚
格
差

上

の
事

は

日
記

に
も
多

い
の

で
萄
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る
が

.
役
細
末

も
r(
召

上
拝
に
在
り

て

い
r勺

二̀
碍
禄

の
不

足
分
を
与
え
ら
れ
る
役
知
米

-
御
家
老

の
席
禄

ー
(
百
石

で
布
石
が

､
N
J
れ
以

下
の
責

来
往

吐
-つ
れ
た
場
合

に
T7Jj
rlJ

の
差

額
を
絶

id
､り
れ

た
-
林

､
普
通

の

'
印

ち
功

に
よ
る

等

の
純
増

の
場
合
と

同
席

に
は
相
席

し
碍
L､.'･
い
)J
=
.,,(
辛

tr･J
あ
ろ
う
か

､
石

の
外

に
証

か
奄

U

D
X

J
十

亡
才
尺
下

半

知
と

い
う
点

に
,{FT～
て
ら

J

延
､写

ハ
葺
十

l
月

二
日

の
昧/

玲

御
語
屋
敷

上
之
問

外
.W
,環
視
小

山
与
丘
へ
衛
庫

琵
雫
郎

路
式

知
行
高
鳥
相
違
蔵

下
､フ＼
印
少

之
中
御
革

帯
居
組
｣九

人
算
千
野
献

茶
四
物
成
被

下
と
畠
玄
碁
敵

萩
中
責

lT)

右

の
外
記

td

･
当
時

御
幸
廻

組
頭
で
万
石
か

1日
小
山
与
兵

衛

は
御
幸

廻
姫
で
あ

る

O
他

の

-
鹿

例
tLJは
御
幸

退
刀
葛

は
十

七
才
ま

で
羊

知
乙

さ
れ
る

に
萌

し

･
石
の
細

く
,
/知

行
高

今

の

町
別

命
を
轟

米
て
与
え

ら
れ
て

い
る
も

の
や

､

r<
l二
分

∽

F
壬

漬
す
等

e;
別
も
有

る

｡

蹄.i
rTuiJを
許
さ
れ

布
か
っ
た

も
の

へ
良

二
ノこ
の
二
死
こ
局

に

よ
r
差

S
;
弄

っ
た
草

は
宕

掲
繁

文
十

二
年

の
十

と
束

Lこ
明

か
で
市
ろ
休

･
進
宝

二
年
rf
月
十

三
日

の
項
神

保

lニ
左
衝

門
病

変

に
芥
た
っ
て

'
知
行
は
巾.Y
取
N
)
れ

た
ri

.
三
左
衛

門
の
生
前

の
勤
撮

り
)
)
蒙

も
轡
存
知

の
着
一e
香

っ
た
為

'

捨
人
積
荷
を
下
し
置
か

れ
LJ
お
り
r*
'
延

宝
へ
竿

二
月

二

十

二
日
御

目
T日
吉
野
亨

右
街
門
痛
夜
の
殊

は

J
倖
幼

少

(

∠
車

〕
絞

､
許
可
き

れ
友

か
っ
tL)
が

､
こ
れ

A)
･亨
左
萄
門

勤

｣ク
官
こ

き

誉
扶
て

､
倖
所
長
横
暴
量

花
井
知
行
左
与
え

ん
軍
を
約

し
て
新

に
十

人
托
巧
を
尺
て
留
年

居
組

ーご
入
れ

石
等

空

々
法
も
)
J
,り
れ
た

q
二
の
棟

に
層
線
を
認

め
ら
れ

耳

に
孜

S
て
召
出
さ
れ
た
形

と
在

り

･
御
留

守
宥
組

に
入

る
辛

tD
行
わ

れ
て

U
rqLO
Q
コ
の
方
溝

は
日
夏
下
の
者
に
k
J

い
て
軍
書

K
r
折
る

｡

し

吊
る

に
家

書
襟
の
相
続

人
の
緩
禰
は

､
領

凋
猿

人
の

緩
桶
の
帯

下
に
よ
っ
て
自

ら
津
折
ら

れ
た

｡
r<
,
世
禄

の

凋
鹿

に
あ

た

っ
て
か
知
の
苛
さ

れ
て

い
tLJ
亨

は
嚢

吏

十

二

年

吐
栗

LJ或

る

か

､
強
硬

の
竜

に
,k
,
丁
は
実
際

上
不
可
能

T'･J
あ
J

､
高

位

S
.諌
高

の
貫

目
着

に
照

ら
れ
Y
こ

ろ

を
得
在

灯
っ
た
よ
ろ
ぞ

㌧
日
記

上
NJ
の
菓
句

は
少

い

二

LJ
凍

二
年

三
月
十

日
の
巧

に
同
年

1
月
死
茸

の
津
軽

外
記

の
鼠

千
石

を

'
長
胃

へ
と
百

石

･
二
等

＼
三
百
石
こ

弁
け
･与
え

､り
れ

て

い
る
等

は
NJ
の
例

で
市
る
如

二

)
の
場
合

J
粂
外
記

の

意
志

か

･
義

元
の
命

か
は
っ
き
り

し
て

い
な

い
推

､
普

温
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しま

,
そ

の
肯
腰

い
33
て

･
許
可
書
求

め
な

け
れ
任
な
ら
を

/R
ワ
k
)
'･

三

相
魔

人

尺
上
遭

.I(
末
た

っ
た
細

く

､
比
の
時
代
t3
怒
領

の
単
独

相
席
だ

∩
わ
れ

,
家
督

裾
線
人
ポ
印
ち
封
棟

の
官
祐
蒋
魔

人
て｣
祈
っ
た

.
よ
っ
て

相
唐

人
の
存
在
意
義

は
大
き

か
つ

た
課
tヾ
あ
る

｡
こ
の
神
嫁
入
を

梅
子

又
は
老

領
と
象

し

た
.

昏
帯
府
遠
に
.<k
rて
は

･
嫡
子
た
る
角

各
号
得
る

に
は
出

生

届
重
出
丁
寧

休
鹿
弱
的
要
件
で
祈
り
1､
鳴

}
j
の
市
子
S
r
場

合

に
良
二
の
出
生
届

t.･J
当
忽
塊
子
た

る
の
奇
弁

言

取
得

し

た
休
鳴
子
な
く
し
て
庶
子
布
ろ
場
合

に
は
そ
の
旨

･
層

岩

て
毛

の
傾
序

LI
従
っ
た

｡
出
生
届
は

､
積

に
丈
え
届

夏
浸

出
す
る
事

に
よ
っ
て
代

り
と

有

し
得
た
｡

祭

る
に
･
rJ
つ
に
不
買
義
に
思
う

の
は
､
津

軽
藩

に
幹

て
日
記
上
の

か
森
､り
下
今

回
日
に
し
得
た
史
料
中

L
l
も

･

出
生
萄

･
丈
夫
庫

に
喝
T

TO
記
等
の
更
え
覆

い
亨

で
市
ろ
.

rLh
;
は
碓
藩

に
斡
て
は
不
明
t.I)
布
石
が
･
津

撃

藩
に
於

て

L才
存
在

し
在
か
つ
た

の
｢･J
Tql
在

い
か

こ
い
う
問
題

に
,.'n:
つ

れ

る
Q

iD
L
存

在
し
在

け
れ
良
二
れ
に
変

る
.,(
き

iD
s
;
咋

奄
る
嘗
t:･J
.
二
1
1L
か
即
ち

r
勧
御
日
rj
L

の
行
,S
で
は
な

い
か
こ
秀

え
る

.
伺
領

な

ら
っ
ー
机
茎

に
調

.(
rJ
来

た
相
続

の
失
効ー
千

･
許
可
さ
れ
布

か
っ
た
場
合

に
N
J
の
理
由

と
し

て
お
宅
届

､
丈
東

尾
云

々
と

日,,
.つ
語

亦
出
て
束

ぬ
事

サ.,)
筋

ろ
ーL

fT
る
に

'
碍
日
R
J
q
務

､
未
考

根
石
の
場
合

大
き
ノ
｣

働

〓
YJ
r-Q
C

'
出
生
届
左
存

在
し
な

か
っ
た
iD
の

bLJ
し
て

誉

妄
養

い
の
で
は
葬
る

ま

い
机
｡
津

軽
巷

篇
湊

の
増
標
で

圃
rhl軍
毒

の
数

.こ?
陀
･〓
∵札
こ

為
り

､

一
iE
.̂7-,
帯
出
よ
り

し

こ
の
上之
泣
言
と
っ
て
い
た

S
r･J
有
る

p
即
ち
嫡

出

の
′芳
子

EQ
強
菰

す
る
如
く
､
初
潮
宙
見
窒
志
す
軍

に
よ

り
相
続
人

と
L
LJ
鎖
印
すつ
,
庸

子

.
懲
領
と

し
て
の
項
今
を
攻
絹

し

た

こ
毒

与
三
つ

.

志

の
如
く
し
て

定

の
1り
ー
L
J鳴

子

に
事
放

水
万
っ
た
喝

畠
即
ち

･
将
来
奉
公
に
増

え

望
る
亨

憩
が
生

し･
た
時

に
は
､

二
二
妄
言
～
一
嬉
I,qS'･の
頚
る
場
合

は
嫡
孫
が
代
り
に
嫡

子

と

在
る
.(
〈
密

林
畢

い
出

た
の
下
卑
ろ
･

元
禄
十

七
等

二
円

三
日
の
偉

唐

芋
十
帝

石
萄
門

口
上
書

二
両

波
野
羊

右

エ
n

申
立
傾

●

壱
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虜

牛

久

本

･rJ
的

吉

や

十

四

才

お

痛
子
吉

三
蕗

傭

十
線

二
而
何
日
電
貴
顕

偉
恵

l屯
禄

十

一
帝

等
十

二
伺
鞘

日
額

仲

村
艶
南
軍
存

候
窯

印
書
秋

九
日
廿
五
日
相
異

甲
偉

材

二
努
ス
帯

と
動
膚

誓
頂

二
嶺

仰
村
頂
,N
頒
奉

職
債
写
御
汚

溝
春
頃
肯
甲
専

一7㌦

右

の
如
く
埴
子
死
去

r_
J
よ
る
場
合

や
箱

石

に
去
る

場
合
姉

車
型
的
t.･j
あ
る

O

そ
の

越
一
膏

椅
子
と

定

め
た
者

に
不
持
株

束

TT,精
良
汗
の

あ

っ
た

ヂ
つ
を
時

rJ
は

､
病
勇
虚
鍔

の
軍
寺

こ
同
様
屠
場

さ

れ

た

｡
宴
永
大
等

十

月
せ
E
一
日
の
頂

に

､
御
車
延

担

う

木
対

B
,師
石
衝
門

の
嬉

子
ボ

J
下
垂
倍
亙
る
環
舞

に
よ

り

(<
よ

;
の
帝

L
)
よ
っ
て

他
国

へ
追
東

Y
)
れ
て

い
る

E
,き
林

､

右

の
場
合

l･･,
あ
る

¢

庵

晴

ヌ

ーコ
嫡

子

の
死
亡

に
よ

る
攻

の
.鳴

子
た

る
べ

き
順

化
は

､
覚

に
も
離

れ
L
J
如
く

,
矛

〓
1-
篠
tjJ
尺
て
,丁

'(
ち

で
あ

っ
た

林

.
嫡

子

刀
身

今
と
tH
/<
親
存
今
1中
T'･j
葬

っ
て

従

っ
て
事

紋

の
生

じ
た
時

,
束

だ
尊
宅

の
場

合

nq
く

､
嫡

孫

の
存
す

う
事

は
ヅ
杏

か
っ
L
J
.
よ
っ
て
黄
巳
声

く

党

､り

れ
た

の
が
次
胃

以
下
の
息

子
喜
比
て
晴

子

帝

い
言

行

ハ
モ

例

で
薪

79
｡
し

か

し

･
連
恵

/二

g
の
何

人
も
存

し
な

(,
碍

き
了這
春

子
屑

を
出
す

寧

:/､
至
る

u

rJj
記
上

L
j,静
'て
篭

等
頗

窒
記
載
す
る

軍

tli

,
先

の
引
同

大

F:Jt如

く
｢上
空
,Q
が

J
篭

領

の
兎
亡

し
た
場
合

の
届

出

加

友

吉
〔〓
牢
こ
こ
F
'様

rJ
日
記

に
記
箇
さ
h

tJ
い
る

｡

回

春

手

摺
綾
上

に
お

い
て
福

子

S
,句
集

坪
重
要

在
条
件

と
十は
っ

て

い
た
事

t7!
･
乾

に
述

J.(
末

た

っ
た

休

二
丁
窯

き
着

,
年

は
事

小二
｣
雇
え
る
べ
き
芳

子
の
無

い
時

は
養

子
夏
頃

出
る

事

二
王
(二

＼
､
相
席

人
吉
得
る

亨

無
常

で
奉
っ
た

林

-
主

習

雲

Jt=ru･l
へ
の
出
席

の
給

与
が
奉

公
夏
目
的

と
し
た

も
の

で
華

ハノ
た

以
上

､
養

子
に
対

し
て
は
よ

り
以
上
1

,
-I+
嘉

の

側

に
/*
げ
ろ
利
害
と

い
う
ま

か
ら
乗

る
剤

派
加

抑
え
､り
れ

た

b
k
f.
;
ff
,
賃
述

の
朝
/＼
吏

女

二
年

の
家

訓

に
琴

J
も

M

'ii'
テ
ロ
生
前

｢
1
圧
差
帝
叫山
て

＼
主

君

の
証
認
左
得
る

必
要

の
あ

っ
た
首

は
当
殊
i
r･J
末

期
養

子
は
楕

別

の
処
置

で

舞
っ

1L)
へ〃
!.I/
祈
る

｡

着
デ

も

'
時
代

rj
よ

る
-嘗
選
が
有
っ
た

林

､
導

戸
時

代

行

目
出
た
養

子
を
『
法

制
更
論
集

』
に
約
二
J
中

甲
代

の
祈

持
て
弟
･n
′
れ
弓
師

に
よ

り

＼
豪

宙
相
続

壬
rTJiJ
的
と

し
I
J
行
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り

=
る

物
壬
拓
け
る

と

､
通
例

之
養

子
等
養
子

､
順
養

子

東

飼
養

子

-
仮
啓

子

へ
当
今
泰

子

.)
J
心
当
養

子
S
確
類

か
あ
I

,
そ

の
他
家

電

凋
鏡

を
目
的
と

し
な

い
泰

子

､
養

女

姉
訪

叶
,e
h
て

い
る

林

･
前

者

S
升
を
対

家

と

L
rJ
行

き

LLJ
い
.

b(
東

胡
香

子

t
J
つ
い
て

は

債

に
迅

べ
た

･

右

に
掲

げ

た
名
殊

が

､
日
記
上

に
は

っ
き

り
と

出

LJ
は

末

な

い
が

へ
こJ
の
内
､

容

岳

の
多
額
.Jl
､
石

rj
N
J
っ
て

み
て

行
き
た

い
｡

連
判
の
養

子

象
賓

相
島

の
Fiu
的

S
l
も
と

に
汚

吊

れ
た
峯

子
の

中
最

uj
夢

,J
も
の
で

祈

る

二
香
子
申
請
意

S
専

箱

尺

･

弁

I
に
周
旋

夏
認

の
り

れ
て

い
る
暗

報
で
あ

る
亨

､
沃

l.)

申

請

者

の
吉
舎

は

.
先

に
引

網

し
た
細
く

∴
準
窒

珂
享

十

二
月

廿

一
日

の
曙

に
隠

居
の
年
令

の
利

得
と

莫

L)
'
華

子

帯

出
を

､
四
十
才

兄

上
た

rO
..(
L
と

L

t
こ
し
れ

以
前

は
7･JLJJ

引
T

r･(
き

予

言
規
定

し
て

い
KW
,

幕

府

溝

に
TL/F
,
'-丁
二
二
十

才
と
定

sl
,り
れ
て

い
る

･
又

､
痛

罵

そ
の
他

に
よ

二

主
牢

公

の
勤

の
疑

い
場
合

は

二
日

現
前

で
奇

可

し
た

姉

､
雷

雨

浩

一t,
は
十
七

才

尺

上

の
制

限
差
加

え

て

い
た
9

御

奉

公

と

い
う
事
を

千

把

と
し
て
考

え

る
場

合
右

の
制
服

日
当
祭

で

あ

っ
て

'
津

軽
藩

r_
)
k
't.J
も

.
下
帽

林
存

し
た

と
予
想

し

得
る

｡
靖

に
養
子

に
つ

い
て

の
.
D
.の
は
男

出
吐

均

九

･
末

期
泰

子

S
場
合

十
八
才
を

叛

て
下
限

の
年

令

こ

し
た
事

か

ら

＼

i
雨

の
容
子

L
j
,煎
'
こ

も

,
嘉

の
賓

番

の

l
項

と

在

っ

て

U
L
J
の
一;J
は

祈
る
ま

い
か

｡

東

胡
春

子
に
,ftLJ
て

も
う

I
つ
加
え

､り
れ
て

い
た

五
十
才

以
下
こ

,,
う
制
限

は

､
そ
の
他

S
春

子

の
場
合

無

か
っ

た

よ

う

で
奉

る
じ

即
ち

､
五
十
才

以
上

の
例

外
茅

く

､
元
羅

十

二
号

二
司

十

二
日

久
保

田
数

馬

は
｣へ
十
才

に
J

て

十

三

千

空

軍

ノ丁

を
顧

出
て

い
ち
如

く

,
萄
蜜

の
着

ii)
ま

J
晃

､り

打
ち

S
で
薪
r(b
pJ

少

な

い
,Te
L'./
は

､
三

十

才

ぺ

夢

く

ず

れ

も
碍
J覇
王

理

由

t_)
願

出
て

い
る

A

し1

雫

t.)
申
請
毒

の
要
作

L
'
つ

い
て
衝
け

否

と

､
養

子
を
請

う

に
は
生
山
述

の
如
く

､
実

子
無

さ
場

合

天
は
､
子

外
相
綬

人

こ
し
て

不
嵐
当
在

弓
為

に
屠
場

し
た
軍

要

撃

L
L
)
｡
碓

(ノ
て
雪

子

幼
少

の
着

水
春

子
を
帯

出

F
J場

合

Aj
両

肩

け
ら

‖
十煤
い
草

LTfZ
夢

い
q

宝
永
丈
等

八
月

二
十

六
日

の
候

託

郎

左

衝
門
,a
/
千

外
崎

三
線

当

年
へ
最

与

力

外
崎

/Y
帝
左
街

門
儀
養

子
､二
項

額
唯
実

子

有

之
席
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闇

不

買
亨
幼
少

､乙
勾

k
I人
凍

時
頼

下置
御
留
守

居
安
配

二
報

何
句
嘱
始
1)
最

二
範

頼
席

へ
J
比

曇

F
額
車

同

傾
〓
ti'
春

子
こ

な

J
得

る
着

の
亭

鴇

に
つ

い
て
み

る
亙

､り
.

r
)
の
朝

に
は
帝

利
春

法
環

T3
発

出
也

呑

か
っ
た

妹

.
養

子

は
､
額

お
人
の
同
姓

の

内

外
ら

而

毛
を

る

べ
く
近
親

S
や

よ
r
之
を
選
ぶ
と

い
lつ
の
加
原
則

と
在

っ
て
お
目

､

画

壇

中
速
当
夜

者

の
層

番

い
場

合

に
は
佃
姓
に
頂

ん
だ

o
L
か

L
r
J
6
場
合
親
類
中

L
1
春

子
に
掃

い
出
す

'･(
き
岩

の
寺

い

事

を
寛
禁
曹

王

城
て

禾
y
lな

け
jl
は
怒

ら
を

知

っ

た

:･
し

か

し
､
観

威
中

よ
り
春

子
夏
止

ん
こ

し
た
場
合

に

も
･
そ

の
葛
と

春
分
と

の
蘭

篠

､
従
者
等

の
場
合

L
J
tよ
そ

･=
LJ,
‖

近

さ
薯

に
適

任
毒

の
居

な

い
亨

等

を
零
す
為

L
J
や
は
り
韓

準
書

状

つ
け
､り
=
た
.

元
禄

十

四
号

三
月

廿
九

田
の
峰

佳
緒

言

方
術
円
書

付

二
両
寺

ル
廿

三
日
森

岡

宇
部
言

出

申

･皿
篠
岩

乍

語

根
書

付
中

上

停

私
儀

今
年

三
冶

九
泉

罷

攻

傾

,オ
今

胃

子
恵
御

直
積
蕨

之
神
羊

六
次
号

準

之
史

今
年
相

互
敢

畢

硬

嘩

名

称

春

子
亭

爾
候
羊
｣
へ
碩

永

二
従

棄

却
客

標

石

土
遺
草
夜

仰
上
碩

下
模

様

二
季

帝

畠
中

丘
､乙

帯

革

六
書

付

二
而

妄

ル
廿
三
日
津

軽
内
聴

き

以
申

立
偉

毒

私

二
軍
甥

､こ
亜

当
年
槍

五
観
覧
玖
候

佳
藤

吉
右

衛
門

方

±
名
路

二
亭
頃
嘩

お

壌
吉
右

衛
門
こ

従
蒸

二
御
座

篠

.

冠
ナ
〓
望

見
市

布

上
布

下
嘩
枝
幸

頃

旨
中

立
､三

春

ハ今

実

父
珂
万
よ

り
原

水

)
:]
Y･)
れ

て

い
石

か

'
日
記

々

素

上
軸
､号
は

二
の
次

に
吉

右
衛
門

の
簡
類
書

松
方
る

:
希

･
苛

1
分
お

悪
寿
子

日

石
＼

の
従

者

の
現

状

'
例

え
収
率

大

中

小

緩
禿

れ
ば
校

名
等
乏
記

し
.
臭

の
名

･
着

場

に

B

J
辛

へ.ry
か
記
入

し
二
一め
る

｡
最
後

に

石
遠
野
在
原
碍
某
社

W
J
額

額

二
束
化

唇

二
相

叶
候

者
無

‥T
Tい-j
'.tL･t.
.･l
L･J

コ
/
三
月

せ
三
日

接

帝

吉

右
衛
門

工
TS.
リ
ー

石
は
帝
の
通
日
許
可
し
て

い
る
.

日
記

上

L
)
.長
嶺
類
書

の
本
｣ご

と
か

I
t予

て

い
ち

伸~

は
少

･･J
､
結
果

の

rt,L
の
方

が
貫

目
b
え

･
掃

rJ
他
梅

.5i
場

合
等

.

努

粍

号

と

句
碑

､
養

家

乙

実
家

こ

の
間

に
車

外
の

上

下
S

照
り
t
,JT
少

(
,-,
い
奉

郊
Jltr･
め
､り
爪

･

『
弘
前
藩

校
事

典
利
誌

草
瑞

cD
;･し
よ
れ
Tl
J
･
日
更

以

上
よ
り
巳
晃

以
下

･∽
者
の
養

子
蕗
′姐
窒
棄

し
て

い
る

砲

､
詳

し
,J
制
限

が
あ
召

｡
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r*
･
養

子
の
軍
費

13
埠

繁
藤

円
丈
で
在

く

藷
東
南
篠

の

祈
る
揚
含

TJ
弄

る

ポ

･
他
藩

よ
り
泰

子
吉
撃

っ
た

倒
林
み

ら

れ

る
｡

元
禄

十
五
年

五
月
五

日

の
偉

木
村

ス
兵
術
儀
菓

子

無
碍
度
積
荷
毛
利
闇
路

専
横

二
罷

有

慣
hr
卑

衝
軍

苛

田
筏

右
衝
門

手
中

着

工
胃
容

子
畢
顧

候

虜
額

面

西

之

申
渡

博

学

又
､
春

子
の
要
件
と

L
r,
8
蒜

等
題
額

三

の
三

＼
は
ILb
,り

奄

'J
事

も
数
え

上
げ

ら
れ
る

｡
よ

っ
て

､
二
軍

拭
了

が
他

家

の
泰

子

と
在

っ
て

い
っ
た
)
湾
で
萄

り

,
当
時
､の
也
く
塙

子

rJ

T
指

し
て
与
え

､り
れ
f(b
糾
凄
下

.亡
)
誘
二

ヽ
は

･
二
･

三
芳

は
運

よ
く

小
姓
組
等

(
石
山山
さ

れ
兜
摺

r
y
t
I,軍

の
横

合

に
恵

ま

;
得
布

矩

っ
tL.)為

'
H

力
点

か
わ

ら
音

子

の
義

孝

状
買
出

し
得

る

b
日

記

上
林
､り
は
あ
ま
;
琴
徴

収
つ
か

の
奄

か

っ
た

が
薯

帝
浩

L
J
よ
っ
て

み
る
こ

､
二
刀

竺

養

父

よ
り
年

上
の
者

.
1琴
靖
さ
か

た
壱

(.･J
杏

い
草

･
他
家

rh

泰

子

こ
在

っ
て
車
線

し
た
名

t言
サ

く

と

も
十
号

生
経
過

し

一＼
い
在

け

机

は
在

､り
な

い
事
等

下
市

っ
た

.

泰

子
は
南

扇
け
ら

T=
る
亡

同
時

L
l劫

巧
言
空

し
春

夏

の

嫡

子
と
し
て
実

子

の
場
合
と

･仝
く
同

じ
枚

を
葺

け

一L)
苛

は
.

草

丈

十

二
年
の
四
条

に
よ
っ
て
も
明

か
l;J
奉

る
水

･
蕎

豪

の
葉

子
こ

芳
養
締
妹

の
内

債
と

在

り
.
最

早
結
婚

も
出
貫

･在
小

〔.
た

h
し
か
し

､
養

子
申
請

中

に
腰

入

婿
有
二
｣
し
た

場
合

に
は

.
奥

知

_l在

り

､
臥

(.f
､
爪項
取
y
lわ
た

例
も
市
ろ

'

一■

寿

子

の
噛
子

空
席
蟻

し
碍

L
J
細
く

'
啓

子
を
庵

鳴

し
た

r

賓

客

に
碍
丁
苛

も
出
東

L
)
｡

宥
養

子

の
場

合
で
奉
る

爪

J

延

宅

･It
葦
と

月

三
日

の
像

三
村

九
LH
衝
門
碩

莞
茸
松
野

小
左
衛
門
子
印
字

.番
等
名

称
額
萌

印
月
順
短
病
者
罷

玖
家

電
綻

甲
義

不
雷

死
確

円

㍉ヽ

心
左
衝

門
芳
美
返
之

中
瀬
的
状
差

上
,N
雇

開
之
通

商

御

剣
申

環
､三

石

の
如
く

,
病
身

て
j
あ

る
か

･
養

分
の

.ij
LJ薩

じ
碍
左

い

場
合

に
起

っ
L
)
竺

ご
奉
る

咋

二

一
の
頒

な
甥
合

両
家

S
喬

今
夜

奄
硬

の
上
行
わ
.;
る
事

に
な
っ

て
お
り

､
養

子

の
立

場

は
窓
外

亨

り
れ
L
J
い
た
よ
.J
r.J

･
養

子
祷
実

子

を
碍
て

ら

二
i
J
の,
為

に
痩
嘘

丁
孝
幸

誓

行
い
碍
在

か

.
た

.

以
上

の
事

T

･さ

の
.細

の
華

T
L
J
J

L
L
,
iO
享

′＼
は
ま

る
筆

./
あ
そ
･

三

好
殊
を
例
と

し
て
次

符
様

な
場
合

が
茄

っ
た

･
即
ち
豊

永
六
号

た
句

十
旬
日
山
千
六
左
衝
門

林
御

蒔

廻
番

組

撃
戸
･UJ
右

エ
ロ
号

ヽ
ニ
芳

羊こ
春
子
に

r/
り
家

督
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後

槽

い

･
三
軍

を
更

に
香

子

に
詩

y
一
れ

･
二
等

克

こ

し

た

軒

三
軍

曙
病

S
勾

_二

御
拳

公

の
畢

込

み

も
な

く
な

っ

た

詔

で

･
知

行
を
麦

上
る

''(
(
申
出
て
お

り
､
石

の
′枝

に
同
友

へ

二
人
jLt
養

子
に
遣

り
兄

が
弟

を

と

い
う
商

頂

か
古

丁

机

は

､
積

に
述

.,(

.石
順

番

子

の
葉

形

こ
も

い

ゝ
う
る
･

智
養

子

将
家
賃

の
碩

残
は
香

車
の
賃

に
丁

∋
軍

を
1-ill約

こ
し
て

爾

出

る
己

の

t.:./布
石

｡
席

届

け
ら

れ

石

筆

ー=
L
二
日

養

家

の
確
こ

詩
碑

の
向

柄
と

在

る

｡

日
記

上
よ

J養
子

こ

'
養

家

の
嫁

の
年
令

を

み

ろ

′
三
･

七

･
八
才

'
二
十

千

等

の
場
合

水
声

い
郁

･
十

E
r
ヤ
望

君

子
と

十

L
才

の
領

や

､
ヌ

女

子

の
年

令

は
記

入

し
て
有

い

林

･
八
才

の
笥
養

子
林
許

可

さ
聖

J
弟

り
二

て
の
号

令

に

制
服

は
か
､n
H
在

日
O
纏

の
等

た
る

辛

か

目
的

tE)
は

あ

ち

ら

の

J

鼻

,S
d

的

ほ

ほ

と
ん

1,.J
.
軍

線
名

乙

し
こ

｢,
香

り
子
の

頻

出

に

も

､
琴

子
な

く
緩

一月
る
等

外

､
寛

子

休
嫡

子

不
適

当

t,･}
方
巧

か

つ

理

由
と

在

っ

て

=
5

.

血

櫓

の
追

い
等

を

尊

家
す
る

事

も

､
前

者

と

珂
蔵

t･.･j
i=
1

っ
た

が

､
要

の
従

希

八

丁
皇
軍

香
子
と

し
て
許

可
さ
.れ
た

例

tD
弔

い
ノ

両

軸

向

､
線

束

向

に
,TL'
て

は

･
甥

を

寄
春

子

に
し
た

例

併
最

ii)
ヲ

日
の
一
て｣
あ

る
｡

傾
養

子

嘩
養

子
と

い
う
話

は

日
JT,Jn
中

に
古

式

･
日

に
す

る
筆

の
出
兼
た
範

圏
の
詫
訂
簡
L
)
も
星

出

11I)恵

小

っ
た

邦

､

漁

側

め
養

亨
と

l
請

L
I
考

え
ら

れ

LJ
い
L
)
の

で
祈
ろ
う

｡

l疋
帝

王
年

正

月

廿

日

の
確

率
長

上･
帝
青
草
嫌
と

円

相
場

績

｢丁
嘆

無

之

二
村
弟

凍

上

今

隼

廿

五

二
凝

或

偉

比
老

養

子

二
軍

帝

主
旨

旧

又
､弼

苛

汚

左

衝
門

を

叛
富

月

差

芯

喉

何

比
膏

由

江
戸

車

釆

傾
着

長

十
野

乗
年
若

二
停

冥

上
病

気

之
門
茂

魚
､7､
確
固
養

子

額

､ヱ
横

瀬

待

可
平

壌

遭

而
病

苛

､hj
様

子
冬

F
平

松

､7三
田

巌

中

東

確

へ
緩

解

)

石

の
軸

/＼
･
当

主

に
草

子

の
遠

い
場

合

に
相

蔵

人

と

し
て

適

当

複
素

井
居
Tつ
場
合

丁て
=L
を
泰

子

こ
し

て

凋

境

J

の
血

痕

に

つ
け
ろ

宵

が
ヲ

机

リ
た

･LT<
.つ
rl.Ij
市
7匂
｡

耳

元

禄

云
互

十

二
月

三
日

,q
保

対
馬
武
左
衝
門
存

生
,N
内
養

子
頭
書
句

出
崎
村

江
戸
江

相

伺

碍
塵

界
左

篠

門
碩

御
J,･j
雷

二
両

硬

召

仕
御

取

立

三
貴

二
頂
同
案

チ

エ
駄
キ

可

顔

仰

月

,こ
､硬

田
心
召
傾

碍

某

所

左
衝
門

旅

頃

弟
′
二三

夫

二
線

式

無

柑
連

夜

仲

村
篠

右

実

子
土
壌

竜

三
大

矢
養

子

二
可

仕

盲

頑

仰
出

篠
聞

ナg
tZ
緩

可
申
渡
趣
申
末

粗
金殊
凍
石
衝
門
求

馬
宅

rl･
昌
･
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寄

申
渡

石

6
;･細

く

･

ニ

｣
ん
養

子
と
在

っ
た
巷

が
革

質

の
実
子

を

更

L
J
自

弁

刀
養

子

と
在
す

ら
の
亦
奉

っ
た
抹

･

F.
浅
軸
史

論
壌

』
に
上
れ

は
幕

府

漬

_二
分

lJ
は

J
石

の
様

に
養

家

I_)

順
番

子

に
適

す
る
､笑
子

の
あ
る

時
は
泰

豪

の
親

日
F
'
葬
る

小

り
肥
T

｢
7
れ
壬

司
己

の
泰

子

と
し
な

け
机

は
友

,【
長

い

事

に
な

り
二
～
,
い
ろ

ヱ

更
に)
同
書

に
J71れ

は
噸
泰

子
に

は
･

蟹

領
た
る
実

子

ry
は
泰

子
林
早
世

L

I
N
J
の
毒

に
子
方
る

場

合

J
早

世
葛

L
j
'<

二

/､
蟹

領

の
適

確
に

つ

い
た

巷

へ
二

三
男

)
が

､
早
世

請

の
子
を
春

子

と
な
す
場

合
等

E
範

頼

･り
貼
て

日,
る

C

仮

養

子

､

'4
当
番

子

雨
竜

に

つ

い
て
日
記

上
か
､り
信

子･王∩亡

の
実

例
を

常
出
し
碍

充

./7
っ

た

邦

J
句
御
司

之
碓

貴
書
∴が

中

L
I
'
侶
泰

子

に〓
つ

い
て

御
伺

人

草
戸
畳

主
節

男

子
無

之
確

碩
養

子
享

横
間
筏
を

叛
名
前

御
家

老

中

江
口
上

二
両

中
産
硬
筆

と
筋
小

J
江
戸

と
の

往
頂

の
夢

,J
御
用

人
事

に
行

わ
れ
て

い
た
事

は
軍
日
石

の
て
｣
あ
る

が

､
口
上

に
て
埼

ん

だ
項

の

も

の
で
あ

っ
た
為

､
日
記

上

に
記

濠
丁
る

岩

r･,
も
十付
か

っ

た

の
trJJ
奉
ろ
う

｡

仮
養

子

は
石

で

明

か
在

き

っ
に

･
亀

田

へ
(
ム
何

てJ
出
称

け
ち
時
､軍
子

寒
さ
竜

が

二
万

一
嫁

菜
r'/
死
亡

し
た
場
合

を

考
え
て
定

め
置
く

E
S

了
有
る

O

化
当
泰

子
は

平
時

L
,
1(g
三

七

I
S
埠

合

字
買

じ
て

萄

出

て
あ

く
物

fJ･j
奉
る

亦

･
津
軽
毒

に
k
r
て
指

在

L
L
.)
頼
言

仲

と言
葉
証

し
艶

い

｡

互

御
日
常

城
下

の
着

の
場

合

以
上

主

と
し
て
御

雪
見

.収
上

の
竜

に
つ

い
て

の
相
鹿

の

緩

子
rJ
り

い
L
/
調

べ
た

休

･
相
続
>J

〓
勺

は
ハ

き

り
し
た

彬

茎

と
rつ
な

=
祥

相
鹿

的
様

相
を
禾

し
て

い
る

の
雄

和
目

晃

1
<
下
言

中

心
と
寸

る
鳥

達

lJ･J
方
TQ

｡
蕃

再

話

r_/
育
て
は
'

豪

否

相
続

tI,蒔

燕
俄

の
名

に
眠

っ
て

辞

さ
れ

'
御

家

人
平

に
TL'て
iD
花
序
卑
外

の

竜

即
ち

t
代
御

花

の
名

は

,
実

子

林
あ

っ
て
も
相

虎

ー言
辞

y
7
日
在

外

っ
た

休

､
石
井

iR
助
敵

稜

の

『
日
本
法

利

賀
概
論

』
t二
よ

れ

は

､
石

の
竜

も
欠

の

生
前

LJ
牟

て
又

､
分

の
死
後

L
)
於

rJ
LD
r
)
の
嗣

子

は
喝
韓

に
代
る

J･(
き
亀

代
を
顧

33.
5
育

休
.tl
果

た

｡

番

't
:
と
は

､
安

土

の
軍
事

的
曹
控

の
帯

に
重

ん
iJ
･r
わ

た
戦

国
時

代

L
I轟

拝

し
た

も
の
で

･
相
寛

人

姉
今

だ
幼

少

5



の
島

'
賢
的
百
六
塘

L二
塔

え

拍
甥

合

-
翠
十
･㌦

融

の
親

接

を

中

細

相
衆

人

こ
し
た

E

望
:(,
布

石
L

L

押

し
,
ヲ
<

月
.家

の
為

と

い
ろ

五

日
主

人

の
為

r
〟
い
う

苧

L
L春
山
味

乏
角

L
L
J

･S;pT･J
第
日

･
夢

く
の

場

合
主

悪

手

り
命

必

打

㍑

､
き

た〕
互

い
場

合
iD
主

君

力
訴

LF
LVJ
比
貫

けL
L

L
j
D

津

軽
藩

刀
場
合

_二
方

､り
;

i
).春
代

(し
っ

../
て
考

え

て
射

ろ

に

､
番

代

_ま
御

riB
竪

以
上
で

は
凋
矩

∴
fJT
少

の
場
合

へ

御

回
賢
兄
下
r･J
T3
東

泉

竜

(
萩

点
詠

唱
た

る
倖

)
.の
胡
小
′

の
場

合

に
置

か
れ

･
幕

帝
に

解

け
る

よ

う

に

､
箱
範

詔
代

用

と

い
う

よ

り
中

継

粟
錠

的
青

草

の
ilj
の
TrJ
節

っ
L
)
′リ
即

ち

'
元
禄

六
年

九

月

三
日
丁
叫

候

へ可
手

遭
)

高
倉

主
斗

与

り

小
筆

甥
幸

三
郎

天
和

元
竿

両

夜
菓

子

屋

卯

と

歳

三
巾
鉾

訂
J,iF

仰

F
.侶
幼

少
改

革

三
帝

徒
弟

小

笠

常
勤
兵
衛

同
席

二
罷

角
偉

月

産
的
戒
黄

土
内

緩
莞

仕

御

番
等
奉

幣

碍
雇

願

､7㌧
適

確

仰
何
碩

今
迫
凋

勤
鰐

常
頂

石

屋
軌

今
年

十
九

二
罪

銀

閣

碍
｣や

フ＼
犠

碑

卯

月
勘

′東

南

御
覧

頑

下
度

毎
春

額

斉
主
斗
謹
言

辻
へ
,江
戸

汀
相
姦

願

主

通

勤

年
額
隠

居

務

仰
tTr
豪

雪

無
相
違
庄

介

二
璽

卜

･N
宙

主
斗

Tい
申
頂

,～

右

鳥
御
与
世

祖

チ

空

.･J
､･
伺

日
夏

以

上
功
利

R
J
琴
ろ
3

御

ヨ

莞

㍑
t,A
?
名

刀
場

へ(n
L
It
管
て

は

･

遥

宴

と
耳

二
軍

叫
日

沼
漆

御

十

上
叩誓
雲

榛
東

右
衝

門
雪

今
追
甥

と
奉

代

相

勤
偉
鹿

甥

致

吾

人

揮
問

婚
濠
摩

由
顔

中
偵

碍

蔦
御
緩
領
有
･三
着

横

間
っ
(
47
追

之
通
鳥

相

勤

可
甲

由
親
吉

右
衛

門
成

田
七

.帝
石
軒
門

.コ
申
渡

之

脊

代

崇

Etn
S
L
T,
く

､
幼

少

の
老

残
人

の
俺

を
首

す
る

性
格

力
的

I.I/
煎

っ
た

L)
郡

上つ
で
の
志

げ
御
奉

ハム
に
増

え

る

L+
ラ

L
!

.

.
7...
7･.
･

･.'････
.

'
･]･..
I
,I..
二

下
ろ
二

,

小

言
硬
羊

l二

郎

iL:'二
頂
旨

.eま
篭
居

言
論

y
l
右

･
彦

興
亡

家
督

を
返

し
て

い

丁ア
ポ

'
巻

t
/

t/
EJl.
月
夢

く

二
竺
U
着

の
弟

に
よ

っ
tJ
在

Y
,Th

･
甥
.･Jt
八
月
二
時

T

･
ま

た
年
若

払

っ
た

の
I'･.J
･
芸
昔

ナJL
認
ワ
リ
江
た
岩

は
新

Lj
RrJ
控
え

,り
,=
る
事

も
夢

か
っ

た
3

後
者

の
裸
十代
場

合

､
彼

方

5
春

代

妬
き

の
ま

J
留

ま

り

､

-竺
畏
L
L
J
盾

や
万
が
韮

I.･J
己
柁
一N
･り
;
た

J

も

し
て

〓

る
｡

天

,
毛
希

十
亡
等

二
月

廿

一
日

の
項

tVJ
､
御
持
喜
各

組
並

nI4
軽
高

木
ス

可
部

千

丁
八
千

柾

･
見
御
時
宜
各

組
警

固

の

路

に
兄

の
子
の
魯

代
こ

し

て
勤

の
て
ま

た
柵

､
廿

才

に
在

り

､
最

早
足
軽

妄
執

亡

'{

き
雀

に
萩
暮

し
た
亨

を

理
由

に
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御

喝

夏
願

い
芯
て

い
る

が

'
名

句

､
甥

は
新

増
御

花
夏

持

さ

れ

･

h
J
E
I
軸

も
ズ

超
絶

の
窒

(
新

規
昌

柁
(.;
･恥
二
‥/
J
る

･

コ

の
様

な
春

代
の

軍

側

は
､

ほ
t･J
▲Lf

ご
御

自

営

叛

下

S

定

客

程
度

の
者

LJ
多

い
｡
N
,
日

は

,
緩
述
す
る

如

く
.
岸
嘩

稽

帯

の
者

に
は

二

m

追
述

.'{
烹

L
)
つ
た
載

在
相
乗

ボ
辞
さ

汁

(-)
お

ら
ず

.
そ

の
為

に

､
称

役
即

ち

丁て
;
に
揮

う
稀

を

確

保

と
ん
為

に
は

'
呼

幼
少

に
て
奉

公

皇
至

り
範

友
場

合
､

弟

や

後

券

の
召

花
を

類

い
出

,
!
痘

詠
投

の

姻
塩

を
得

て

作
成
貫

禄

･
代

接
着

舛
御

喝

を
願

;
･
M
J
の
鈍

ヽ
件

堺
百

花

･り
れ
て
草

り
な
け

れ

は
在

り
な

か
っ
た
〃

さ

も
無

け
八

は
そ

の
詠

に
佃

の
人

か

Ln
ほ

ら

れ
て

し
ま

う
舟

とU
L

il
在

叶
っ
た

の
r･)
弄
る

♂

し

か

し

､
二
の
蔵

在

下

級

の

士

に
ハ/

い
て
の
規
産

は
整

っ
て

お

り
丁

､
ヌ
ーヨ
記

上
の
事

例
か
ら

推

し
て

LD
噴

味
を

q
kJ
咋
貫

く

'
去

rJ
御

目
撃

は
下

の
･着

工

L
L
Jの
は
槽

呈
上
r･J
有

っ
て

'
実

例

上
か
ら

篭

る

)J
J
旬

日

莞

i<
下

の
着

L)
煎

て
ら
相
韓

を
患

味
7
5
と

警

り

‖
る

｢
鼠
試

し
在

る
蕗

こ
･

茸

に
10
喝

咋
た

｢
新

規

御

花
L

bJ

の

二
礁

姉

行
わ

れ
て

い
た

等

tま
確

か
で
薪

る
｡

城
下

LJ
.TG

て

･

色

々
の
例
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